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複雑な自然環境や種煮な保育形式は材質にどのような影響を与えるであろうか。本書は長

年，農林省林業試験場において木材の材質の研究に従事してきた著者が，材質に及ぼす種

食な要因を体系づけ，材の形成機構をとき明かしたものです。
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海 外林業開発と国際協力事業団

争
今
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あきやまともひで

秋山智英
（林野庁・計画課長）
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わが国の木材需要は増大の一途をたどっており，今後も経済社会の発展につれて需要量の増大は

つづくものと見通されている。これに対する国内供給は，資源的制約に加えて近年におげるわが国

の森林・林業をめぐる情勢は，労働力不足，生産資材の高騰等きびしさを増しており，また，経済

社会の発展の中で，森林の有する木材生産機能とともに国土保全,水資源かん養自然環境の保全・

形成等の公益的機能についても社会的要請が高まっており，公益面についての配慮を-|一分にしつつ

木材生産を行なうことが必要となっており，これらの諸要因によって現在すでに供給量の過半を外

材に依存していることは周知のとおりである。

もちろん,安定的供給のためには,国内供給力の増大を図ることが基本であることは当然であり，

かねてから，林道，造林等の生産装礁の整備，林業構造の改善，林業労働力対策等の諸施策を総合

'的に実施して国内林業の振興に努めているところである。しかし，今後における木材の長期的な需

給動向を考慮した場合に，限られた国土における森林資源のもてる力を最高度に発揮しえたとして

も，これをもって増大する木材需要に対応することは困難であり，今後相当長期にわたって外材に

多くを依存せざるをえない状況にあるわけである。

しかしながら，最近外材の産地国においてば，森林資源の保護，木材需給のひっ迫，自国の木材

工業の育成等の観点から丸太の輸出制限が広がる方向にあり，今後わが国に必要な外材輸入の確保

については楽観を許さないものがある。したがって，今後外材の円滑な輸入を図るためには，輸入

先の多角化，製品輸入の増大等に努める必要があるが，とくに開発途上国からの輸入については，

これら諸国が資金と技術に乏しく，自力による林業開発が困難であるところから，これら諸国に対

する経済協力の一環として，相手国の経済振興に寄与する方向で開発輸入を積極的に進める必要が

あると考えている。

このたび政府が国際協力事業団を設定し，その一環として海外林業開発も推進しようとしている

のは，このような考え方にたったからにほかならない。

｛
４

1．これまでの開発途上国に対する林業協力等

東南アジア諸国に対するわが国のこれまでの林業協力は，海外経済協力基金，日本輸出入銀行お

よび海外貿易協会による本邦企業の海外進出事業に対する融資という資金協力ならびに海外技術協

力事業団を通じての専門家の個別派遣，研修生の受入れ等の技術協力のほか，海外農業開発財団へ

－－－．1－-一



の助成を通じて熱帯林業技術者（本邦人）の養成，航空写真による森林調査の実施等を行なってき

ている。しかし，これ堂での実績は，必ずしも十分なものではなく，とくに森林資源の保続。培養

についての協力に欠けるところがあったのは否めないところであり，また，政府ベースの協力が必
ずしも十分でなかったことも指摘しなければならない。

わが国の木材輸入量は，近年著しく増大し，丸太，製材で昭和48年には5,288万m3(通関ベー

ス）となっているが，その量的拡大に伴って産地国に種々 の影響を与えるに至っている。南洋材の

供給源である東南アジア諸国については，近年開発が急速に進められたこともあって，森林資源の

保続。培養への考慮が必ずしも十分に払われてきているとはいえない実情にあるといえよう。

開発途上地域における林業開発は，未開発地域の経済社会の開発に必要な関連施設の整備のため

の資金や森林造成のための資金など通常の企業ベースにのりにくい超長期の低利の資金を必要とす

るが，現行制度ではこれに十分対応ができないのが実情である。

また，これらの地域においては,現地に適応した林業技術が必ずしも十分に体系化されておらず，

さらに森林の開発，造成は，国土の保全など森林の公益性にも配慮する必要があることから，技術

協力も資金協力と一体化して実施する必要がある。しかるに，現行の経済協力体制においては，技

術協力と資金協力が必ずしも一体的に実施されているとはいえず，結果的に協力事業の効果が減殺

されているものと考えられる。さらに，林業開発の協力にあたっては,関連施設の整備,､森林造成，

伐採加工事業等の各事業が有機的な関連のもとに実施されることが必要であり，そのためには，政

府ベースの協力と民間ベースの協力とが関連づけてなされることが不可欠の要件であるが，これま
では，この点についても十分でなかったといえよう。

このような傾向については，単に林業部門においてだけではなく，その他の部門においても指摘

されるところであり，資金協力と技術協力を一体化し，総合的に行なうべきであるという意見が各

方面から出され，政府において昨年来検討が加えられてきたところである。

2．海外林業開発推進のねらい

開発途上国においては，経済発展と住民の福祉の向上のために懸命の努力を続けているが，従来

は，ややもすると近代化をいそぐあまり，工業開発を優先する傾向が強かった。しかしながら，最

近においては，多くの開発途上国では，真の近代化のためには，食糧自給度の向上，輸出農林産物

の生産拡大，農山村における雇用機会の増大など農林業の開発がきわめて緊要であるとの認識がた

かまっており，これに意欲的に取り組糸つつあるのが現状である。

これを林業開発について承ると，開発途上国に賦存する森林資源は，これらの地域における重要
な基礎資源であるため，森林の開発は，これらの地域の経済開発を図るうえで重要な位置を占めて

いるとともに，貴重な外貨獲得源にもなっている。しかしながら，これまで，これらの地域におい

ては，森林資源が相対的に豊富であったこともあって，森林資源の利用方法は，一部の有用樹の伐
採と粗放な天然更新が基調となっており，資源の有効利用とその再造成について必ずしも十分な配

慮が払われてきたとはいえない状況にあり，このような開発方式では，経済発展に十分寄与しえな

いという認識がもたれ，森林資源の保続培養，資源の利用度の向上等の面で，わが国の積極的な寄
与が強く要請されている。

一方，わが国の木材需給の長期的な見通しを象ると，前述のように国内森林資源の充実を鋭意仁

すすめ，持続的な生産力の増大に努めるとしても，ここ当分の間，需要量の60％余を外材に依存

せざるをえない状況にある。このため，国際協力の立場にたって，わが国が東南アジア等の開発途

上地域の林業開発に積極的に協力する必要性が増大してきたのである。そこで，資金と技術の両面，

にわたり，政府と民間との有機的な連携を保ちつつ，海外林業開発について積極的な支援を図るこ

心
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ととし，このため，その推進母体として，国際協力事業団を設立することとした次第である。
これによって海外林業開発に対するわが国の国際協力が大幅に拡充強化され，開発途上国等の林
業開発と地域の振興に寄与するとともに，このことが木材供給源の拡大と多角化をもたらし，ひい
てはわが国が必要とする木材輸入の安定的確保に資するものと考えている。

3．海外林業開発推進にあたっての基本的な考え方

海外林業開発の推進にあたっては，まず国際協力の見地にたって，相手国の林業開発と農山村の
振興に寄与するという立場から，これを推進することが基本でなければならない｡このため，木材
の供給源の拡大と多角化に資するという観点から海外林業開発を進める場合においても，長期的な
視野にたって相手国の林業生産力の増大を促し，まず現地の需要を承たしたうえで，産承出された
輸出余力をわが国への安定供給に結びつけるという方針のもとにこれを進める必要がある。
また，海外林業開発を真に効果的なものにするためには，従来のような個別的，点的な協力をこ
えて，地域開発的な性格をもつ規模の大きな開発事業に対して資金と技術の両面の協力を一体的に
行なう総合的な協力を推進しなければならない。すなわち，開発事業の調査，計画の段階からはじ
まって，生産基盤の整備，現地の条件に適合した技術の開発・改良，森林の造成などの各分野にわ

たって，資金と技術を結びつけた協力を一貫して行なうことが重要であり，また，政府ベースの協
力と民間ベースの協力が有機的に連携されて実行されなければならないわけである。

4．国際協力事業団の業務のおもな内容、

国際協力事業団は，以上のような基本的な考え方にたって，国際協力を総合的，一体的に行なう
こととし，既存の海外技術協力事業団，海外移住事業団等を母体として，その設立が昨年来，政府
において検討されてき，第72国会において審議がなされたところであるo

法案において定められている事業団のおもな業務内容は次のとおりである｡

（1）条約その他の国際約束に基づく技術協力の実施に必要な業務（従来の海外技術協力事業団の
行なってきた業務と大略同じである）を行なう。

（2）開発途上地域の住民と一体となって当該地域の経済および社会の発展に協力することを目的
とする海外での青年の活動（従来海外技術協力の一環として行なってきた海外青年協力隊の活
動である）を行なう。

（3）開発途上地域等の社会の開発ならびに農林業および鉱工業の開発に協力するための次の業務
を行なう｡(新規事業）

イ．開発途上地域における住民の福祉向上のための文化，交通，通信，衛生，生活環境等に係
る施設の整備事業または開発途上地域等における農林業もしくは鉱工業に係る開発の事業に
付随して必要となる関連施設であって，周辺の地域の開発に資するものの整備に必要な資金
を貸しつけ，または当該資金の借入れに係る債務を保証すること。

ロ．開発事業のうち試験的に行なわれる事業（石油，可燃性天然ガチおよび金属鉱物に係る鉱
業ならびに工業に係るものを除く）であって，技術の改良または開発と一体として行なわれ

なければ，その達成が困難であると認められるもの，その他これに準ずる事業として政令で
定めるものに必要な資金を貸しつけ，もしくは当該資金の借入れに係る債務を保証し，また
は当該資金を供給するための出資をすること。

ハ.･条約その他の国際約束に基づいて，開発途上地域の政府または地方公共団体その他の公共
的団体からの委託を受けて，当該開発地域の社会開発ならびに農林業および鉱工業の開発に
，資する施設等の整備事業を行なうこと。

－3－
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二．前述したイ，ロまたはハにおいて行なわれる事業に必要な調査や技術の指導を行なうこと。

ホ．開発事業に従事する本邦法人等にたいして，その開発事業に必要な技術の指導を行なうこ

と。

（4）移住者に対する援助および指導を国の内外を通じて一貫して実施する｡(これは従来の海外移

住事業団が実施してきた業務である）

以上が国際協力事業団のおもな業務の内容の骨子であるが，(3)に述べた業務が,いわばこの事業

団の新規事業であり，目玉であり，海外林業開発事業もその一環としてなされるものである。その

具体的内容については,現在検討が加えられている最中であるが,その要旨についてふれて承よう。

5．国際協力事業団における海外林業開発業務のおもな内容

事業団においてなされる海外林業開発業務については，現在検討が加えられているが，その骨子

は次のようなものとなろう。

（1）民間企業等が開発途上地域等において実施する林業開発事業に付随して必要となる関連施設

であって，周辺地域の開発に資するものの整備に必要な資金の融資および債務保証を行なうこ

と。

この資金の提供は，日本輸出入銀行・海外経済協力基金等から資金の貸付けが困難であった

り，債務の保証または出資を受けることが困難と認められる事業に対して，この事業団から行

なうこととなり，対象事業としては，

ア．道路，港湾施設等産業関連施設

イ．林業技術の開発改良および現地技術者の養成訓練に必要な施設

ウ．学校，診療所，集会場，上下水道等生活関連施設等が考えられている

（2）民間企業等が開発途上地域において実施する林業開発事業であって，森林造成事業，未利用

樹種の利用促進事業など，技術の改良・開発と一体として行なわなければ，その達成が困難で

あると考えられるような事業あるいはパイロット的性格が強く，危険負担の大きい事業等に対

して必要な資金の貸付け，債務保証および出資を行なうこと。

この場合も(1)と同じく日本輸出入銀行や海外経済協力基金等からの貸付け等が困難な事業に

対して行なわれることとなっている。

（3）開発途上地域の政府等からの委託を受けて行なわれる①林業生産基盤の整備事業（たとえば
しゅん4‐

林道開設河川の竣喋，等）②森林の造成（これに先行して行なう森林の伐採を含む）の事

業，③前記の①および②の事業とあわせて行なう林業生産施設(たとえば苗畑，貯木場，林
業機械施設等）の整備事業を行なうこと。

この受託事業をすすめるにあたっては，原則として当該開発事業に関する開発計画調査が完

了し，開発計画が策定された段階で，相手国政府等が技術，経験の不足または実施体制の不備

等の理由から事業団に対して当該施設等の整備事業の実施を要請した場合に，事業団はこれを

受託して事業を行ない，事業完了後，造成されまたは整備された施設等を相手国政府等に一括

して引き渡す方式で行なうこととなろう。この場合，事業のすべてを事業団自らの機能によっ

て行なうというものではなく，工事の実施設計については，コンサルタントを活用し，また，
工事の施行は民間に発注する方式を考えている。

また，受託事業に必要な資金は，原則として相手国政府等が借款等の方法により調達するこ

ととなるが，当該受託事業の実施に必要な調査および技術指導に要する経費については，技術
協力事業の一環として事業団が支弁することとなろう。

なお，森林造成については，投資の懐妊期間がきわめて長いため，長期，低利の資金を必要

－4－
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とし，一般のものより融資条件が緩和される必要があり，このような特殊な資金について，そ

の調達にあたりわが国の協力が必要となってこよう。

（4）前記(')から(3)までの事業に必要な調査および技術指導

（5）林業開発事業に従事する民間企業等に対する必要な技術指導

従来の海外技術協力事業団(OTCA)の行なう技術協力は，民間企業に対しては行ないえな

かったのであるが，新しく設立される国際協力事業団では，これが行ないうることとなるの

で，技術協力と資金協力の一,伽上が可能となるわけである。

以上が国際協力事業団の業務の林業部門におけるおもな内容の骨子であるが，その具体的事業の

実施については，関係省庁において調整を重ねているところである。
色
ー

6．おわりに

事業団法は第72国会で審議中であるが，その通過をまって，事業団の発足の年月日が決定され，

具体的に部門別の業務内容，予算，組織などについて関係省庁の間において検討が加えられること

となっている。

海外林業開発事業は,いうまでもなく主として熱帯の未開発地域において行なわれるものであり，

これら地域における森林の開発，跡地の森林造成，未利用資源の利用開発等の林業技術あるいは社

会，経済に関する知識を十分身につけた専門家に負うところが大きい。しかし，林業分野において

は専門家はあまり多くなく，その養成，確保が強くのぞまれるところである。また，熱帯林業技術

に関する蓄積や林業界全体の総合的な協力体制についても必ずしも十分とはいえない実情にある。

しかしながら，わが国は人工造林について長年の経験を有し,暖帯,温帯の造林技術については，

世界的にも進んでおり，また，造林技術の基礎部門である森林土壌調査技術，森林病害虫の防除技

術，養苗技術等についても進んでいるので，協力体制の基礎条件は十分具備しているといってよい

ので，早急に試験研究機関，民間企業，民間団体，行政機関等が一体となって，その体制づくりを

行ない,積極酌に国際協力を推進することが必要である。このことは，とりもなおさずわが国林業
技術の発展の飛躍台ともなるので是非とも実現しなければならないと考えている。関係各界のご指
導とご協力を切にお願いする次第である。

．
《
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令 ■技術体験の紹介，実験・調査等の結果の発表，自らためし，研究したり，調査したり，実行した結果をわか

りやすく他の会員に紹介する目的で，要点だけをできるだけ簡単に醤いて下さい。複雑な図や表はなるべく

省いて下さい。 〔400字詰原稿用紙15枚以内（刷上がり3ページ以内)〕

■林政や技術振興に関する意見，要望，その他林業の発展に寄与するご意見，本会運営に関すること，会誌に

ついての意見，日常業務にたずさわっての感想などなんでも結椛です。

[400字詰原稲用紙10枚（刷上がり2ページ)]

口上記についての投稿は会員に限ります。また原稿は未発表のものをお寄せ下さい。

口図，表，写真などを入れる場合は，上記内の制限字数から1枚について400字ずつ減らしてお書き下さい。
口原稿には，住所，氏名（必ずふりがなを付ける）および職名（または勤務先）を明記して下さい。

口原稿の採否，掲載の時期については，編集室にお任せ下さい。長すぎる原稿は紙面の関係で掲戦できません
ので，お返しするか，圧縮することがあるかもしれませんから，ご了承下さい。

口掲載の分には，薄謝を贈呈いたします。

口送り先東京都千代田区六番町7郵便番号〔102〕日本林業技術協会編集室TEL261-3412(直通）
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股近の研究成果を象ていると，明るさや日の長さを感じ

分けるしくみも，光の質を感じ分けるしくゑに依存して

いる可能性がつよそうである。光の第3の要素一一光質

つまり分光組成を制御して作物の生育を調節しようとい

う新しい研究はこのような背景をもってスタートした。

昭和45年度に，農林水産技術会議に「施設農業におけ

る光質利用の技術化に関する総合研究」とよばれる大型

プロジェクトが発足し，林業試験場もあくる46年度から

この研究に仲間入りすることになったが，これがわれわ

れにとって，光の組成と林木の生長の関係に取り組む絶

好の機会となった。もともとこのプロジェクトは，近年

とくに普及のいちじるしい施設農業に光質制御という新

しい要素を組象入れる可能性を検討するため，林木も含

めた各種の作物について，生育のいろいろな段階にたい

する光質の作用性をあきらかにすることをねらいとして

はじめられた。したがって林木部門についても，主とし

て苗木育成面への応用の可能性を検討することがねらい

のはずであったが，われわれの立場からすると，森林の

取扱いに関連して，林内光線の質を動的にとらえること

も重要な課題であると考えられた。このプロジェクトは

(1)300～800nmの単色光線ならびにそれらの組合せに

たいする作物の生育反応の解明(2)光質利用の技術化の

ための試作(3)施設幾業における光質利用の技術化，の

3つの柱で総成されており，われわれの分担は(1),(3)の

2課題であるが，前者の中で，森林の環境因子としての

光とくに林内光線の分光特性もしらべることにした。

理化学辞典(岩波)によると，「光は，本来は眼を刺激

して視覚を発生させる物理的対象を意味している。（中

略）光波は広義の電磁波の一種で，波長または振動数が

一定の範囲内にあるものだけが明るく光として眼に感ず

る」とされている。電磁波のスペクトルは図－1のとお

りで,380nmから760nmの範囲が普通可視光とよば

れている。ちな承に光の波長の単位は，ちかごろnm

(nanometerナノメーター）が用いられている。

これ童でよくつかわれていたm似（ミリミクロン)，
⑥

A(オングストローム）とは次のような関係にある。1
．

nm=1m"=10A(注!,1mm=106nm)。さて380nm

から760nmにわたるいわゆる可視光ほ，波長の短いほ

うから紫，青，（青緑)，緑,（黄緑),黄澄,赤の単色光

に区分されているが，これらの単色光のおよその波長範

囲は図－1に示したとおりである。最近は700nmまで

を赤色光，700～760nmの範囲は遠赤色光とよんでい

る。遠赤色光は，赤色光とともに植物の光形態形成にと

ってきわめて重要な役割を果たしていることがあきらか

林木の生長と光質

■

あさかわす承ひこ

浅川澄彦

（林試・造林部）
巴
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林木の生長がいろいろな環境要因によって影蒋されて

いることは今さらいうまでもないが，そのような要因の

中で，光はもっとも重要なものの1つである。林木の生

活史における光のかかわりあいをみると，まずタネが親

木の上で成熟するとき,間接・直接に光の影響をうける。

成熟に必要な栄養分を親木の光合成にあおぐこと（間接

的）はもちろんであるが，球果にあたる光がタネの生理

的性質に直接的な影響をあたえている可能性もある。

成熟した球果は，採取後普通には陽光にさらして乾燥

するが，鱗片からはずれて落ちたタネはもちろん，鱗片

の間に残っているタネも多かれ少なかれ自然光にさらさ

れる。このように普通に取り出したタネは，まきつけて

から光をあてないようにしても40～50％も発芽するこ

とがある。一方球果を暗室の中で乾燥し，光をまったく

あてないようにして取り出したタネは，光があたらない

ようにした発芽皿にまきつけて承ると，ぼとんど発芽し

ないか，発芽してもごくわずかである。

苗畑にまきつけたタネも，発芽するには多かれ少なか

れ光が必要である。光の必要度のたかいタネに，あまり

厚く覆土すると発芽がおさえられる。発芽して子葉を地

上に出してからは，その一生を終わるまで，林木は毎日

何らかの条件で自然の光にさらされる。この陶阻におけ

る，もっともよく知られた光の役割は光合成にたいする

エネルギーの供給であるが，開芽・伸び・太り・葉・花

芽の形成などのいわゆる形態形成にもきわめて重要な役

割を果たしていることが明らかにされつつある。

このように林木の一生に深いかかわりあいをもってい

る光は，自然のいわゆる白色光であるが，その波長組成

は季節により，時間により，また天候によって変わり，

植物はこういう光の質的な変化を感じ分けているらし

い。つ童り植物は，明るさや，日の長さを感じ分けてい

令

や
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ることはできない。このようなタネに赤色光をあてると

遠赤色光吸収型がふえ，両型の割合がある範囲になった

ときに発芽へのスタートをきるものと考えられている。

植物の中にはブイl、ク戸一ムがかなり広く存在し，光

の条件で両型の割合が変わるらしい。研究がすすむにつ

れて，両型の間の移り変わり方はかなり複雑で，いくつ

かの中間型があることがあきらかになりつつあるが，い

まのところ’いろいろな生理現象は2つの型の割合で説

明されている。ブィトクロームがある生理現象に関与し

ているかどうかを知るためのメヤスは,前述した赤色光．

遠赤色光可逆反応である。林木についても，タネの発芽

については多くの樹種にたいしてフィトク匡一ムの存在

を示す事実が報告されてきた。たとえばたびたび例にひ

いてきたクロマツを含めたマツ類，モミ類，トウヒ類，

カンパ類，ハンノキ’ヤチダモ'キリなどで,おそらくす

べてのタネに存在していると考えてもよさそうである。

すでにのべたように，光の強さや光のあたる時間の長

さを感じ分けているしく象でもフィトク戸一ムが重要な

役割を演じているらしい。たとえば隣接の植物のかげに

なったことを感知していわゆる陰葉をつくる現象もフィ

トクロームの生長調節機能であるといわれる。また植物

が明暗の周期に反応して花芽を形成したり，栄養生長の

様相を変えるいわゆる光周反応にもフィトクロームが関

与していることはたしかであるが，この色素の行動だけ

で説明できないことも指摘されている。

さて，われわれの研究の第一課題には種子発芽とメバ

エの生長にたいする光質の作用性をあきらかにすること

が含められているが，種子発芽については林木について

さえかなり多くの報告があるので，残されていあ問題を

中心に研究をすすめてきた。これまでの成果の!:i'可でめぼ

しい点は次のとおりである。

タネを調製するまでの光条件で光質の作用性が変わ

り’暗黒条件で調製したタネでは遠赤色光も発芽促進の

効果がある。したがって，こういうタネでは前述した赤

色光・遠赤色光可逆反応がみとめられない｡また気乾種

子にたいしても赤色光ほかなり強い発芽促進効果を示す

が，このような赤色光の効果は，2°Cくらいの低温で暗

い状態におくと1年以上もたもたれている。

一方，林木のメバエや苗木の生長にたいする光質の影

響は，欧米ではこれまでほとんど研究された例がなさそ

うである。わが国でばいまから30年もまえに，小幡進氏

ら（1943）が光質を制御して苗木の生長を促進できない

かという発想で行なった試験の結果を報告されている。

きわめて先駆的な業絞ではあるが，用いたフィルターの

性質が記戦されていないため，残念ながら現在の結果に
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(IES照明ハンドブック,1959)

にされている。しばらく前までは近赤外光とよばれてい

た波長範囲のことで，現在もそうよんでいる人もいる。

クロマツのタネは，光をあてない条件では発芽率がき

わめてひくいが，まきつけてから24時間後に赤色光を

5分もあててやると，2週間でほとんど100％近い発芽

率が得られる。澄色および黄色の光でもほぼ同じ効果が

得られるが，緑色光は効果が少ない。一方青色光は効果

がなく，遠赤色光の場合にはかえって発芽率がひくくな

る。赤色光をあてたあとすぐに遠赤色光をあてると，ず

っと暗やゑにおいたのと同じくらいしか発芽しない。つ

まり遠赤色光は赤色光の効果を打ち消すはたらきがあ

る。この現象は1937年にアメリカでレタスのタネで報

告されていたが，戦後1952年にやはりアメリカで，赤

色光・遠赤色光可逆反応としていわば再発見され，爾来

植物生理分野でのもっとも大きな課題の1つとなってき

た。そしてこのような可逆反応が茎の伸長，細胞分裂，

屈光性などのいろいろな生理現象に広く存在することが

知られている61959年には,同じくアメリカでこの可逆

反応にあずかるタンパク質色素一フィトクロームが発見

された。

フィトクロームとよばれる物質は，赤色光または遠赤

色光をあてることによって互いに変わりうる2つの型で

存在う~る。1つは赤色光吸収型とよばれるもので，この

型に660nmを中心とする赤色光をあてると遠赤色光吸

収型に変わる。遠赤色光吸収型のフィトク戸一ムに730

mmを中心とする遠赤色光をあてるとふたたび赤色光吸

収型にもどる。暗いところでそだてた植物の組織にある

フィトクロームは赤色光吸収型の比率がたかいといわれ

るが，暗室内で調製したクロマツのタネのフィトクロー

ムもおそらく同様の状態であろう。この状態では発芽す

鐸乢

寺
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て行なったものであるが，光の強さ，日長，温度条件を

変えると，とくにシラカンバは生長反応がいちじるしく

変わる。ここでもちいた条件では，シラカンバ，クロマ

ツとも青色のアクリル下でいちじるしく徒長する。シラ

カンバの場合，他のアクリル下のものより葉数もいくら・

か多いが，節間の伸長がいちじるしい。ク戸マツでも同

様に葉の間隔が長くなった。なお青色のアクリル板をと

おして入ってくる光は，赤色，澄色の波長域がいちじる

しく少ないが，遠赤色光の波長域はそれほどへらないの

で，両者の割合について象ると林内の光の性質によく似

ている（図－3参照)。一方黄色および赤色のアクリル

下では，普通の波長組成の光の場合よりやや伸長量が多

い程度であった。カンパは，日長が短い場合には青色よ

りも黄色や赤色のアクリル下でずっと伸長し，この差は

温度条件によってあらわれ方が異なる。これらの実験で

は，葉や根の生長のちがいなどもしらべているが，詳し

いことば別の機会にゆずることにしたい。

また1年生のスギ苗木を，約2カ月間キャビネットの

中で育てた予備的な実験によると，青色のアクリル下で・

は主軸は徒長するが枝分かれが少なく，一方黄色や赤色．

のアクリル下では主軸の伸びは少ないが，枝分かれの多・

いがっちりした苗木になった。

農作物については，既往の知見をもとにして，光線の

選択利用をはかるためのカラーフィルムの試作と，試作

したフィルムによる栽培試験がこの研究に先立って行な

われていた。この期間の成果をよりどころにして，この

研究は当初から試作品とくにカラーフィルムによる技術

化の効果を承ることを大きな柱としてスタートしたが，

林木についてはまったく見通しがなく，童ことに不安で

あった。しかし幸い共同研究者の方なの努力によって他．

分野からも注目される効果があきらかになった。一つは

スギさし木の発根促進におけるIBAとの交互作用の可

能性であり，他はスギの花成促進である。後者は九州林

木育種場で行なわれたもので，詳細は下錦田氏が「林木

の育種」第85号(1974.5)に報告されているが，要する

にジベレリン処理してもなお花芽のつきにくいクローン

のあるものが，赤色のビニールフィルム下で雌花を多く

つけ，またあるものは青色のフィルム下で雄花を多くつ，

けた。こういった現象が一般的なものであるかどうかは

今後の検討課題であるし，また実用化には限界があるか．

もしれないが，花成調節にまったく新しい手段を提供し

たという点できわめて意義がふかい。

最後に林内光線の分光特性であるが，森林内の光が野

外の光と組成が異なっていそうだということは，森林を．

扱う人なら気付かれているはずである。このことに着蔵

"W/CIIf/1GIm

300

白

200 〆

赤

100
髄髄 誤j問

I･』

0

400500600700-gU0
波長(nm)

図－24種のカラー・アクリル板をとおした光の
分光特性

光源：陽光ランプと純青色蛍光灯を組玖合わせたもの

L

一
一

白 青黄赤

白腎黄赤

4種のカラー・アクリルをかけて育てたシラカンバ
とク戸マツのメバエ

（栽培期間；発芽後まもなくのメバエを植え込んで
から約2カ月，温度:25･C,日長:16時間）

《
・
一

参照することはむずかしそうに思われる。われわれもあ

る波長範囲の光をへらすようなアクリル板を用いてメバ

エの生長をしらべた。アクリル板をとおした光の波長組

成は図－2のとおりである。たとえば赤色のアクリルを

とおすと，青色と緑色の波長域がいちじるしく少なくな

るし，黄色のアクリルの場合には青色より短い波長の光

はほとんどのぞかれてしまう。このようなアクリル板を

とおした光のもとで育てたシラカンバとク極マツのメバ

ェは約2カ月で写真のような生長のちがいを示した。

この実験は，自然光によく似た分光特性をもつ人工

光源（図－2参照：メバエの位職で約12,500""）をと

りつけた25｡Cのキャビネットで，日長を16時間にし

b
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した研究は，わが国でもすでに30年も前に承られる。

原田泰氏（1942）は，いろいろな林木の葉の抽出液をと

おした光の性質をしらべ，その結果から林冠をとおして

くる光ば青色が強く，赤，燈，黄などの色が少ないとし

ている。戦後になって，井上桂氏ら（1957）は林内光線

の分光特性を実際に測定しているが，測器に限界があっ

たためごく大まかな傾向を示したにとどまった。すなわ

ち広葉樹，針葉樹とも紫外（320～400nm)が減少する

が，青色光の割合はとくに針葉樹で増加する。また緑色

光はとくに広葉樹で増加するが，赤色光は広葉樹で増加

し，針葉樹では減少するというのが結論であった。近年

とくにアメリカで新しい測定方法が開発され，林内光線

の分光組成をとらえようとする報告があらわれたが，そ

れらを鑿ると，ヨーロッパでは’910年代の研究もある

ことがわかった。

林内光線の特性を考えるには，その櫛成要素を考えに

入れることが必要である。野外の光の成分は，太陽から

直接にやってくるいわゆる直達光と，大気中で空気や水

の分子およびダストによって散乱されたいわゆる散乱光

からなっているが，林内では，これらのそれぞれが林冠

の隙間をとおして直接に入ってくる場合と，葉，枝，幹

にあたって反射あるいは透過してくる場合の4成分にな

る。直達光にしる散乱光にしろ，林冠を構成している葉

にあたったときに波長組成にもっとも大きなちがいがあ

らわれる。つまり一部は反射あるいは吸収され，のこり

が透過するが，反射，吸収，透過の割合が波長によって

異なるからである。緑葉の場合の一例は表－1のとおり

で，紫，青，赤の各波長域はおよそ90％が葉で吸収さ

れるが，緑色光では60％が吸収される。一方遠赤色光

域はわずかに4％が吸収されるだけで,およそ50％が

透過する。このようなちがいをもたらしている主役が，

葉の中のク戸ロフィルであることはいうまでもない。

波長別に承た緑葉の反射率，透過率，吸収率（％）

2．0

6.(）
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5．0

ワ11F。I fl
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図－3林内光線の分光特性
(FEDERER&TANNER,1966)

1．たて軸:550nm(緑）を1とした相対値，

2°よこ軸：波長(nm),3．実線：晴天，点線
くもり，4．林内の場合は直達光は含まないが，

野外の場合は散乱光と記した線以外は，直達光
も含んでいる。

けでなく絶対量にも大きな影響を与える。

図－3は,FEDERERらの報告(1966)から引用した広

葉樹，針葉樹の代表的な測定例である。前掲の緑葉の性

質から予想されるように，林内光線のもっとも大きな特

徴は,700nm以下の波長域がいちじるしく減少して，

遠赤色光の比率が大きくなることである。測器の入手が

おくれたことなどでまだはじめたばかりであるが，われ

われのこれまでの実測例から染ると，図－3の遠赤色光

域の比率はやや大きすぎるように思われる。もちろん，

この波長域の比率がふえることはたしかで，針葉樹とく

らべると広葉樹のほうがこの比率が大きい。700nm以

下の波長域についてみると，赤色光域は針葉樹，広葉樹

とも減少がいちじるしい。一方青色光より短い波長域

は，広葉樹では赤色光よりもひくいが，針葉樹の場合は

緑色光にくらべてむしろややたかくなる。前述したよう

に,林内光線の分光特性を動的にとらえることはきわめ

てむずかしいが，今年は手近な林分で季節的な測定を行

なう計画である。

まだ手持ちの資料も少なく，勉強不足なこともあって

編集子が期待された内容にはほど遠いことと思うが，林

木の生理生態に関連した新しい分野を知っていただく一

助になれば幸いである。

鋒

今

波長(nm)4004505005506W駒7495U
紫

奎
冨(色） 緑赤遠赤

反射

透過

吸収

率
率
率

０
３
７

１
８

８
３
９８

９
６
５８

21

17

62

９
４
７８

９
７
４

４
４

もちろんこの表に示されている数字は一例であって，

樹種による葉の性質のちがいや葉のつき方によって変わ

るだけでなく，季節的にも変化するものである。さらに

直達光，散乱光とも太陽高度や天候によって波長組成が

変わるし，林冠の隙間から入ってくる直達光は，いわゆ

る＄'こぼれ陽〃または､Iちらちら光〃として波長組成だ
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1 f
東南アジアにおける

熱帯林の更新に関する問題点
ミ 患

－－西マレーシアを中心に－

：た室りち主うざ夢ろう

玉利長三郎

熱帯農業研究センター
西マレーシア林試駐在（ ）§

熱帯林の更新に関する技術上の問題点という課題をい

ただいたが，表記のように筆者が駐在している西マレー

シアを中心とした話題となり，また舌足らずに終わった

部分が多いことをはじめにおことわりしておく。熱帯林

の更新についてはマレーシアは早くから組織だった研究

が行なわれており，低地フタバガキ林に対するMalayan

UniformSystem・天然更新法は近隣国のモデルとされ

ている。また，かつてマレーシアをはじめ東南アジア各

国で活躍した森林官たちが，現在西アフリカなどの熱帯

林の更新と取り組んでいて，問題点は共通しているよう

である。FAOの主催で1975年9月に,TropicalHumid

Forestに関するシンポジウムが，世界の熱帯圏31カ国

から研究者を招待して，マレーシアで開かれる準術が進

･められているのも,この間の事情をしめすものであろう。

ピンに多いフタバガキ科樹木を中心としたもので，日本

ではラワン材として輸入されていた。熱帯降雨林に対し

ては,択伐による天然更新が最適のものであろうとされ，

古くから，また局部的には現在でも択伐に類する方法が

とられているところもあり，フィリッピンでは1954年

から択伐更新をはじめたことになっている。しかし，多

くは択伐とは名ばかりで収穫優先の成熟木の選抜にすぎ

ず，体系だって施業されたものはフィリッピンではじめ

たものにすぎない。一方，マレーシアでは降雨林の開発

が進んで，’9'0年代から森林資源の保護が着目されると

同時に，天然更新法が検討されるにいたった。初期段階

では幼齢木の承がとりあげられ，種苗稚樹類は重視さ

れなかったが，1949年に後者をも重視したMalayan

UniformSystemがバーナード氏によって確立された。

主要点ば，林分における有用樹の稚樹の発牟昂を部分的

に測定し，十分な稚樹が存在することがわかれば全林分

は伐採対象となって，’回で有用木材を伐採，ただち

に不用木，蔓茎類の薬殺刈払いを実施，そのあと5年お

きに稚樹の生育調査を行なって，将来の取扱法をきめて

ゆくというものである。必要ならば人工植栽も加えられ

る。雨緑林のチークに対するブランディス法が天然更新

の成果をあげるにいたらないのにくらべて,MUSを適

用した降雨林施業地では，更新木の成長もきわめてよ

い。マラッカから南に約25kmのメルリマウ国有林で

は,ha当たり40本以上の次期伐採対象木が承られ，幼

齢木，稚苗の更新もすぐれている。

MUSの適用はもともと低地フタパガキ林が対象で，

有用樹種のShorealeprosulaとかS.parvifOliaの稚樹

がまんべんなく存在することを前提にしている。標高

300m以上の丘陵山岳林では,これら樹種の成立頻度は低

いし,傾斜のきつい未立木地も多い｡そこに成立する重要

樹種のS.curtisiiとかS.platycladosは尾根筋のよう

なある限られた場所に群生するなどの特徴があって，稚

幼樹が満足に存在する場合は少ない。したがってMUS

巧

《
一

天然更新

東南アジアの雨緑林型植生は，大面穣にはアジア大陸

部のビルマ，タイの北部とジャワ島東半部に分布し，

ﾕ820年ごろからビルマのチークが注目されて，造船用材

として経済的に伐採利用されはじめた61850年以降チー

ク資源が急速に減少してその更新が考慮されるようにな

り，有名なBrandis'ContinuousManagementofTeak

が天然更新法として生じたわけである。現在の蓄秋から

林分の成長量を毎年伐採収穫するとともに,母樹の保存，

天然下種，稚樹の撫育を行なうものであった。ビルマ，

タイではブランディス法が継承された様子だが，ジャワ

ではチークの更新は焼畑農業様式のタウンヤ法という人

工更新として発達し，これが逆にビルマ，タイへ，さら

にラオス，カンボジア，マレーシア，インドなどの近隣

国だけでなく，アフリカにも導入され，チーク以外の樹
種にも応用されるにいたった。

雨緑林より面積的に分布の大きい降雨林の開発は，雨

緑林よりおくれて，1900年ごろからはじまった。伐採利

用の対象はマレイ半島，スマトラ，ボルネオ，フィリッ

《
』
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表－1伐採跡の天然更新作業不実行地の増大

1961-69,西マレーシア国有林

年|伐採面積|襄雫呼番|，l
ha ha

l96131，13615，56650

196231，18618，64360

196329，59225，73087

196431，69719，82662

196529，38615，98254

天然更新作業
不実行面積

ha

l4,392

15，266

28，716

31，985

147,609

天然更新作業
不実行面積

ha

l5,570

12，543

3，862

11，871

13，404

天然更新作業
実行面積

ha

l6,882

16，834

12，140

10，254

||年’
同
％Ｉ１

４

伐採面積

.ha

31，274

32，100

1966

1967

1968

1969

弘
鑓
豹
型
一
団

40,856

42,239

ｌ
一
書
、

命
▲ 299,466 151,857

(ByBahamddinbinHajiGhazaridJoharibinBaharuddin:MalayanForester35-3,1972)

をそのまま適用することはできず，人工下種あるいは植

込染による更新木の成立補助作業が大幅にとりいれられ

なければならない。地形的にも稜線はスダレヤシを下生

えに大木のS.curtisiiが群生,傾斜面と谷底は用材樹種

が少ないうえに，ヤシ，かん木が多いので低地林同様の

取扱いはできない。MUS適用の最低要求は伐採前後の

稚樹のサンプリング，とくに伐採前に十分な稚樹の存在

が証明されなければならないことであるが，稚樹の発生

促進のためのスダレヤシ除去をも含めた前伐作業が，そ

の後経済的な理由で，伐採後すぐに実施するように修正

されたことも，山岳林施業等に対するMUS適用を不適

当なものとしてしまった。

他方，東南アジア各国では人口の増大に対応する農地

の確保も緊要な問題で，1960年から1970年までに，マ

レーシアで低地林から農鉱用地への転用面積は，国有林

だけで約216,422haにおよび,1971年の西マレーシア

天然資源の土地利用分類で，林業は鉱業，幾業についで

3位にランクされて，いよいよ転用地の増大に拍車がか

けられるにいたった。したがって，林業経営は低地林で

は農鉱不適地に限定され，丘陵山岳林へと追いあげられ

ている状態である。低地林にある前記メルリマウ国有

林，日本，マレーシア，イギリス共同でInternational

BiologicalProjectにより熱帯降雨林の生産量調査が実

施された，クアラピラ近くのパソー国有林ともに，すで

に周囲ぎりぎりまで無惨に皆伐されて，ゴムと油ヤシの

農園企業が進められ，まったくの孤立林分となってしま

った。

こういった事情から，緊急に丘陵山岳林対象の天然更

新施業体系が確立されることが求められる。1967年末か

らコロンポプランで派遣されたバージェス氏が，5年間

当林試の山地造林部門と共同で修正MUSの検討を行な

った。準備伐採あるいは不用木の薬殺により，地表の稚

樹の発生，成長を促進するため,すくなくとも1回以上

の結実年が含まれるよう更新期間を延長するか，稚樹の

密生地から疎生地へ植込みを行なうか，種子成熟過程の

虫害による損耗をコントロールすると同時に人工的に着

果促進するかという3つの可能性を提案して，検討を続

けたが，種子結実年の想定にてこずつた様子で，具体的

な結論を得るにいたらなかった。

nnricllmentPlantation:丘陵山岳林での天然更新法

も確立されるにいたらず，低地林に農鉱不適地として残

された林地の林業経営もむずかし↓､が，とくに天然更新

は期待できないことから，将来の木材需要にこたえるべ

く打ち出されたのが表記ズロジェクト(1966年)である。

一種の天然更新補助作業ともいうべきもので，林床に有

用樹の稚樹があれば植栽木とともに撫育してゆくし，稚

樹がない場合は植栽木によって逐次林分の改良をはかる

ことになる。1972年の第4回全マレー林業大会で，当時

の林試場長(代理)のバハルディン氏は，丘陵山岳林の天

然更新が困難なこと，したがってEnrichmentPlanta-

tionの必要な理由をつぎのように述べた。(1)先天的に

劣悪な林地で，天然更新はきわめて貧弱である。(2)丘陵

山岳林の33.5％は，土着民の焼畑農業，日本軍占領時

代の無規制な不法伐採で劣悪化した。(3)伐木の機械化，

木材産業の近代化によって，伐出費をカバ－すべく1度

に完全な収穫を期待するために，更新の配慮がなく，更

新不適地での母樹まで除去した。(4)結実周期がはっきり

つかめないので，前伐作業の効果を十分にあげられな

い。(5)伐採跡の撫育が労務不足で手が回らず，内容的に

貧弱な林地となるものが増大した（表－1参照)。

実際に行なわれている方法はLinePlantingとGroup

Plantingに類別される。前者は地形のよいところで5.8

m×3.4m,地形の悪いところで10.0m×3.0mの間隔，

後者は東西南北に10mおきにつくった4.0m×4.0mの

方形区の中に60～100cmの苗木を4～6本植え込んでい

る。そして，前者ばもともとは1932～49年に西アフリ

カのコートジボアールで実用されたレイヨン法，また後

者ばスコットランドの荒地造林に適用されたものを，ベ

錘
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ルギーの森林官が西アフリカの熱帯林に導入したプラソ

ウ法を修正転用している。両者とも森林の中の一部を伐

開するだけであるから，はたして導入苗木が順調に生育

するかということが問題である。植付後のある期間は刈

払い，残存木の伐開などが必要で，大面積にわたって維

持管理するには多大の労力と経費がかかる。西アフリカ

の例では，陽樹対象のレイヨン法では最初の伐開による

光線投入量が不均等であったたあに,現在の主伐木は70

~80cm径でha当たり30～40本,20本ぐらいしかな

い場合も多いという（理想的には50本以上)。プラソウ

法を応用した林では陰樹はともかく，陽樹の場合は庇蔭

の斬進的疎開に多大の労力を要し，天然更新の場合と同

じ困難に達するのではなかろうかとされている。

熱帯林の更新はあらゆる事情からRYTrich"entPlan-

tationが重要性を増すものと考えられるが,現段階では，

まだ試行的なものだけで，実際施業となると多くの解決

すべき技術的問題が残されている。

多くは2カ月で寿命を失い,10カ月後に1粒でも発芽し

得たものはわずかに2種だったと報告している。温帯産

でもドングリとかシイの実とか寿命の短い，貯蔵のむず

かしいものはあるし"11とりまま〃が最善とされるが，大

部分の熱帯産樹木種子の寿命は短いので，その計画的な

供給はきわめてむずかしい。

2．乾期の予測が困難で，種苗の完全な生育を期しが

たいし，移植山出し時期の計画がたたない。局地的にも

耐明と乾期の関係は異なるし，ほとんどポット育苗で瀧

水は絶体に欠かせないと同時に，旺盛な雑草蕊茎類によ

る被覆をまぬがれるために大苗を植え付けることにな

り，輸送も非常に手間がかかる。

近年，早期の収穫を期待した人工造林の気運は数段と

高まって，フィリッピンでは1957年から造林に力を入

れ，草原とか荒廃林の環境保全的なギンネム植栽を含め

て，現在では人工造林地が天然更新地よりも多いとされ

るにいたった。しかし，雨緑林地帯のタウンヤ法（ジャ

ワ),巻枯らし木を利用した萠芽法,あるいばタケの開花

枯死を利用した方法などによるチーク造林以外に，木材

生産を目的とした人工造林の経験が浅いので，マレーシ

ア林野庁のメノン次官も，日本の会社あたりで現実に

帆よい"造林地をつくってくれれば，これが大きな刺激に

なるだろうと期待されている。とりあげている主要な植

栽樹種は熱帯産マツ類，モクマオウ，ユーカリ，アカシ

ア，ギンネム，キダチヨウラク，カランパヤソ，フタバ

ガキ，チーク，マホガニーなどである。

タウンヤ法？熱帯圏の土着民の間で古くから行なわれ

ていた焼畑俊業様式をかりたタウンヤ法は，皆伐造林の

基本型でもある。現在では雨緑林だけでなく，チークの

生育のむずかしいとされる降雨林でも，チーク，マツ類，

ユーカリ，フタバガキなどの植栽にも応用されている。

マレーシアでほ1949年以後にタウンヤ法によるチーク

植栽が北西部ではじまったが,この方法で成功したのは，

1950年代に十分に施肥されたタバコ耕作跡地に植栽した

マメ科のキダチヨウラクであった。方法は簡単で皆伐あ

とを焼き払い，農民に農作物（バナナ，タピオカなど）

を植え付け収穫させる一方，農作物を庇蔭に樹木苗木を

植え付けることを義務づけている場合が多い。焼払いに

よる灰分は無機質分の補給となって土壌を肥沃にする

し，また農民に苗木の植栽と植栽後耕f鋤間内の耕転除

草を義務づけた場合，植え付け刈払い経劉がかからない

という利点ばあるが，陽樹に限られること，傾斜面では

土壌侵食がほなはだしく，成林してからは昆虫害が著し

いうえに，自然落枝がおくれるなどの欠点がある。落枝

をうながす目的で，ジャワではギンネムをチーク植栽

L

《
里
『

人工造林

農園企業としての持用樹種の植栽はすでに1800年に

入ってすぐにはじめられたが，木材対象の人工造林は

1870年代,雨緑林のジャワで行なわれたタウンヤ法によ

るチークの混農赫業がはじめてであろう。人工造休の経

験が浅い最大の理由は,大量の森林資源蓄積がある間は，

収穫しながら更新することが可能な，天然更新という安

易な森林経営にはしりがちで，わざわざ多大の経費をつ

ぎこんで人工造林をする必要を感じなかったためである

が，つぎのような自然的条件もあった。

1熱帯産樹木の種子の寿命が概して短いうえに，結

実が不定である。熱帯における植物の生育リズムはまこ

とにつか承がたい。わずか2年半の観察ではあるが，ク

アラルンプール付近では2回ある乾期に続く雨期に花候

を迎えるようだが，ハイビスカスなどは年中続けざ菫に

咲いているし,林試の中庭にある2本のコウエンポクは，

1本が6カ月おき，他方は9カ月おきに開花しているの

をみると，まったくわからなくなってくる。いつでも開

花しうる状態にあって，何かのキッカケで花が咲き出す

のか，そのキッカケをつかめないまま，あまりにも多い

狂い咲きに悩菫されている状態である。バージェス氏は

降雨林の主要桜瞳であるフタバガキ科接沐挺ついては，

1，482例の報告から5月をご一クとして開花し,低地林の

フタバガキは2～3年おき，山岳林では5～7年おきで

はないかとしている。このフタバガキ科樹木種子の寿命

の短いことは悪名高く，自然状態では2週間ぐらいであ

る。ガラード氏がシンガポールでしらべた28種のうち，

（
。
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後に播種して成功しているが，適当な日かげを与えて林

地への肥料木となり，また土壌水分の過度の蒸散を抑え

る効果がある反面，刈払いの適切を過ぎると，かえって

造林木の成長を妨げる。密植すれば枝落ちはよくなる

が，混農林業では密植はできない。

タウソヤ法による植栽は，農民への蕊務づけが確実に

実行されることが第1条件だが，こういった契約挫耕を

きらうことが多く，義務づけもなおざりにされるため

に，植付後の刈払いもせず，蔓茎類がはびこり，苗木が

奇形化することも多い。土つきのポット苗木または台切

苗を使うことが望ましいので，植付工程は非常におち

る。したがってこの方法の適用は，平坦な低地林の腱鉱

不適地と廃鉱跡地などの小面積植栽に限定される。

マツ類の植栽：第2次大戦後の急激な木材資源の減少

に対応するための資源造成，しかもできるだけ早く収穫

するための人工造林樹種として，各国でも熱帯産マツ類

の導入をとりあげている。それ以前にも試験的にマツ類

を植栽したところがないわけではない。インドネシアで

は早くからマツ類の植栽をはじめ，すでに20年生以上

のマツ人工林が1968年現在26,000haに及んでいる。

マレーシアでは1932年にカメロンハイランドの標高

1,500mのところにフィリッピン産のPinuskesiyaを

導入した記録がある。針葉樹の乏しいこの国では，パル

プ資源造成の目的から，1967年11月に<6PilotPlanta-

tionofQuiCk-growinglndustrialTreeSpecies''と

銘うって,UNOPの5カ年計画をひきだし，主として

カリピヤ松の植栽をはじめた。実際に植栽をはじめたの

は1970年8月で，1970年末までには1,100haと急激に

マツ植栽地が増大した。5年間指導にあたったフィール

ディグ博士は従来の造林地の成績にもとづいて，カリピ

ヤ松とメルクシ松の成長は土壌のよいところで約21m3/

ha(土壌の悪いところでは約14m3/ha),(12～15年伐

期）の年成長量が期待できるとしている。木材として利

用するには25年以上の伐期をすすめている。そのため

には次の3点が不可欠のことを指摘した。すなわち，ま

ず土壊の適した十分な林地が計画的に利用できること

で，ついで，経験豊富な森林官がそのスタッフとともに

常時営林監督すること，そして種子が定期的に供給され

ることである。この中の種子の供給が計画実行上のネッ

クになっている。カリビヤ松の種子は中央アメリカの，

メルクシ松の種子はインドネシアの天然林分に求あられ

ているが，前者からの種子供給は，ゴムノキのLeaf

BrightDiseaseの蔑延をおそれて厳重な検疫制度下に

あり,後者からの種子供給は今までは非常に少なかった。

近いうちにクイーソスランドのカリピヤ松造林地から種

ユ

壁

FoxtailTree-1

子を入手できること，および多少検疫制度が緩和される

と期待されているが，確実なところ自給をばかるべきだ

として，北部タイ国境に近いランカウイ鳥その他に採種

園の設定を急いでいる。しかし採種園からの種子の供給

は数年先になるし，今一つむずかしい問題の解決に迫ら

れている。それは，すでに着花年齢に達したカリビヤ松

造林地でば，球果はできるのだが種子が得られないとい

う問題である。タイに導入されたCasuarinajunghu-

rniauaには雄花を生じないと報告されているが，とも

に，現産地と環境が異なるので，生育のリズムが乱され

て適当な交配の機会を失うのか，虫害その他によるもの

なのか，大きな研究課題となっている。

マツ類の種子の供給に関連して数年来問題を提供して

いるのばマツ類植栽地でのFoxtaiITreeの多発である。

（写真参照）主1ﾘIIの成長異常は温帯産樹種でも多く見ら

れる。以前筆者が取り扱った1､ドマツの2次成長では

側芽だけが伸びて頂芽を生じない現象であった。カリ

ピヤ松などに象られる主ilill異常はトドマツと反対に，頂

条だけがすくすくと伸びるが枝を生じないのである。新

植後ただちに発生するもの,10m以上に伸びてから見ら

れるもの,､発生後数年あとに枝が出るもの,枝が出ないま

ま柚損するものなど，タイプはいろいろあるが，近年の

マツ類植栽地でこの現象は著しい（古い造林地でばすで

に淘汰されているのかどうかはよくわからない)。通産

垂
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表－2正常木およびFoxtflilTreeの戊艮量（カリビヤ松,6年生）

木

平均直径

Crn

lO､3

15．6

躯"．'索蕊,篁寶驚葦…,訓ゞ蕊,雫…，
｜正常

nlC1nXn

クルアング447．810．0507．5

ラビス2513．416．35912．3

木

平均直径

cm

lO､6

15．2

全

平均樹高

、

7．6

12．6

(BySheikhlbrahimdT.E.Greathouse:MalayanForester35-1,1972)

省の南方造林計画の援助による，王子マレーシア造林の

植栽地はジョホール州のパローにすでに250haのマツ

類を植栽しているが，ここでは約25％がFoxtailTree

だとされている。正常木より樹高成長がよいので（表一

2参照)，全植栽木がFoxtailTreeかと思われるほど異

様な林相を呈している。国連の顧問として派遣されて調

査にあたつ･たコツロウスキー博士は，短期間の調査で結

論を得ず，植物生理的（ホルモン）研究を続けることを

すすめている。同じように国連から派遣されてきていた

林木育種専門官のグレートハウス氏ば，林試のシェイク

氏と共同で，土壌の異なる2試験地に同一産地の種子か

ら得た苗木を植栽して観察を続け，農耕と豪雨によって

表層の流亡した跡地では，4～6年生の間に3年生まで

の3倍もFoxtailTreeが増大して47%沖積土層では

30％だったと報告してん､る。土壌のよしあしでFoxtail

Tree発現の多少はあるとしても,基礎的に遺伝学的また

は生理的な研究が必要であろう。種子の入手難もあっ

て，手当たり次第に種子を求めたものかよくわからない

が，残念なことに現造林地の種子の入手経路，苗畑育苗

記録は明確でない。いずれにせよ枝なし木が順調に生育

した例は聞かないし,FoxtailTreeは正常木にくらべ

て葉量一同化牛産最が劣ることは明らかで(表－2参照)，

育林上好ましい現象ではない。

以上のように，急激に高まった熱帯林の更新に対して

は，天然更新，人工造林の別なく，当面，種子の供給問

題がクローズアップされている状態である。細,々と山出

し苗木を育苗している現状を象ると，何とかこの問題の

解決に力を貸したいと思うのだが，研究，施設等の歴史

も浅いだけに，なかなかむずかしい。

配
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森林のレクリエーション利用と施設運営-1 な､､かぎり，周辺林分と調和する樹種を植栽することが

できる。

（2）風致整備地区

この地区は’森林を風致的に整備することを旨とする

地区であるから，伐採は原則として択伐法によるも′のと

しているが,風致整備上樹種更改の必要がある場合およ

び通景線の設置等のため択伐法が適当でない場合には皆

伐法によることができる。

択伐率は'0％以内とし，皆伐の，伐区の面積は1ha

以内で伐区は努迩て分散させなければならない。やむを

得ず漣続して伐区を設定する必要がある場合でも更新後

5年以上を経過しなければならない。また伐採跡地の更

新は，周辺林分と調和する樹種をもって，年以内に行な

うものとする。疎開林分を修景する必要がある場合ば周

辺林分と調和する樹種を植栽するものとする。

（3）施業調整地区

前述のとおり風致的配慮のもとに木材生産もあわせて

行なうことを旨とする地区であるから，おおむね法正林

に誘導するように施薬を行なうものとする。そのため年

度ごとに皆伐することができる面積の合計は，当該地区

のうち，択伐林および主伐禁止林分以外のものの面積の

合計を平均伐期齢に相当する数で除して得た面積をこえ

ないものとすることとし，’ヵ所当たりの皆伐面菰の限

度は,おおむね5haとする。また，伐区の形状は，当

該地域の地形に適合させるとともに伐区は努めて分散さ

せるものとする。

択伐林分についての択伐率は現在蓄職の30％以内と

する。

（4）施設地区

施設地区内にも環境保全のため，林木の保残地帯を設

置するのが通例であるから，この取扱いには施設の保

全，風致の保護等を考慮し，積極的に植栽および保育保

護を行なうものとする。

48年度末現在における地帯区分別耐i横，比率および主

要施設の内容は表一'’2のとおりである。

自然休養林の紹介

林野庁管理課休養林野班五

00癖111歯10Ⅱ0出11111副UU111制jMⅡ劇10ﾘ1画j1011世I101LIﾉ011髄ljI1I価,1011恥0"to心BIl9咽0,19唱00"t霜O0jI8用

はじめに

林野庁が「自然休蕊林」制度を発足させ，国有林内に

これを指定しはじめたのが昭和44年度であるから，今

年度はすでに6年目となり，毎年度新しく誕生する（各

営林局長が指定）全国の自然休蕊林にづいて，その都度

誌上紹介をしてきたので，自然体蕊林の目的，趣旨等に

ついては，あらた過て説明を加える必要もないところで

あるが，ただ1点だけ強調しておきたいことは「自然休

養林」はレクリエーション適地を解放して，その区域に

おける林業経営を全く放棄するものではなく，むしろ，

より高度の林業技術により，国民の保健休菱の場とし

て，森林の持つ公益撰能を十分に発揮させつつ自然環境

の保全を図り，森林風致を助長して，全体的にすぐれた

森林を造成しようとするものであるということである。

蕊息

1．指定区域内の森林の取扱い

禁伐等のきびしい伐採制限をして風致，景観の維持，

整備等の風致施薬を行なう区域“致保謹也区，風致整

備地区）と，森林風致に配感をしながら木材生産を目的

とした健全な森林を造成する区域（施業調整地区）に分

けられ（そのほかに施設を集団的に行なう施設地区があ

る),自然休養林内におけるレクリエーション利用を通じ

広く林業知識の普及を図りあるいは森林愛護思想の高揚

に資することとしている。

これら地帯区分別の施業方法については次のように定

めている。

（1）風致保謹地区

この地区は学術上価値の高い地区が選定区画されるこ

とになるので，原則は禁伐であるが，被害木，風致上支

障となる，あばれ木および人工林で保育上間伐を必要と

する場合は，保護目的に反しないかぎり伐採することが

できることとし，また風水害等により林分が疎開し，修

景のため植栽する必要がある場合には，保謹目的に反し

（
ａ

2．49年度指定箇所とその特徴

44年度指定以降，48年度末現在の指定済箇所数は55

カ所，その合計面積69,712haで，年平均指定ヵ所数は

11カ所，同面穂は約14,000ha,1カ所当たりの平均面

積は約1,300haとなっているが，今年度の指定予定は

15カ所，面積15,600haであるから，箇所数では実絞

平均を4カ所も上回ることになり，総需要抑制を基調と

した今年度予算の中で，このような好現象を見たこと

は，国民福祉のうえから自然休養林の重要性が認められ
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表－1地帯区分別面積および比率

地帯区分|風致保護地区|風致整備地区|施薬調整地区|施設地区計
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た結果と考えられよるこばしいかぎりである。ただ1カ

所当たりの平均面積が既往の実績平均に対し約1,000ha

減少していることは，既往の指定休養林で500ha(基準

面積）以下の箇所が，わずか7.5％（4カ所）にすぎな

かったものが，49年度は20％（3カ所)にも達したため

である。

このことは，都市近郊に所在する小団地の森林量で利

用効率の高いと思われる箇所を重点的に指定の対象とし

たためであり，これらのことが49年度のきわだった特
徴である。

ビヤシリ自然休菱林

◇管轄旭川営林局名審営林署

◇所在北海道名寄市

◇而職1,462ha

◇交通国鉄宗谷本線名寄駅から道々および市道を7km

定期バスで20分。

◇みどころアイヌ語で「岩崖のある山」の意味をもつ

ピヤシリ山と九度山の裾野に広がる豊かな森林を有する

一帯で，針広混交の天然林，奇形のダケカンバ，山頂付

近のハイマツに，ピヤシリ山に源を発する日進沢，御車

沢等の清流とピヤシリ，比翼等の滝が調和して美しい自

然景観を呈している。冬季にはスキーを楽しゑながら蔵

王に匹敵する見聯な樹氷を見ることができる。また，山

頂からの北に利尻富士，南に大雪山連峰，東に紺碧に輝

くオホーツク海を見る眺望景観は雄大である。

◇設備スキー場があるが，さらに野営場，園地，アー

チェリー，花木園，駐車場，宿泊施設等が計画されてい

る。
たL…こ

大雪湖自然休養林

◇管轄旭川営林局大雪営林署

◇所在北海道上川郡上川町

◇面積1,259ha

◇交通国鉄石北本線上川駅から国進を29km,定期パ

スで50分

◇象どころいまなお残るI、ドマツ等の原生林，緩やか

な傾斜をもち広がるダケカンバの林，高原を渡るさわや

かな風等野外レクリエーションには格好な箇所である。

新緑および紅葉の美しさはもちろんであるが，北海道

の最高峰旭岳を中心とした北海岳，白雲岳等の雄大な大

雪山連峰の山容を望観することができる。

3．自然休養林内の施設について

自然休養林は，都市公園等と異なり，森林の静ひつを

基調としたしクリェーションの場とするものであるか

ら，林内における利用施設も，種類，規模等がおのずか

ら限定されることになり，したがって案内標，指導標，

植物標識，園地，給水施設，公衆便所，休憩舎，遊歩道

等，最少限の管理，休養，教養，衛生，その他の諸施設

を，ほぼ2カ年で整備を行ない安全快適に利用できるよ

う努めているところであるc

自然休養林の全体計画としては，100カ所を目標とし

ており，毎年国有林野内の適地を全国的に調査し，各地

域におけるレクリエーション需要の今後の動向と自然休

養林の全国的分布状況を勘案しながら，指定要件を備え

るものから順次指定し，これらの整備を図ることとして

いる。

（
蝉

処

4．49年度指定予定箇所の概要

今年度指定候補地15カ所について，その概要を紹介

すれば次のとおりである。
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分（定期バスの運行はない）

◇みどころ主峰ホロホロ山，スイスのマッターホルン
とくしうくつ

に似ているといわれる徳舜瞥岳の山岳美。これら山頂か

らの眺望ばすばらしく’東に支笏湖，恵庭岳，西に昭和

新山，有珠岳，脚下に広がる洞爺湖，南に太平洋を望む

すぐれた眺望餓観を有している。また，山頂部の高山植

物の群落，中腹部のアカエゾー零ツ純林がある。

◇設備登山歩道があるが，スキー場の新設が計画され

てb,る。
まよたい

迷ケ平自然休養林

◇管轄青森営林局三戸営林署

◇所在青森県三戸郡三戸町新郷村

◇面積403ha

◇交通国鉄東北本線三戸駅から県道を38km,定期バ

スで90.分

◇みどころ十和利山から十和田湖はもとより北に八甲

凪連峰，東に八戸市と太平洋，南に岩手山，早池峰等が

望まれその眺望はすばらしいものがある。また，ブナ，

ナラ等の原生林は四季を通じそれぞ:れ特異な景観を呈

し，春には山桜，山吹，ツツジが一斉に咲き競い，夏は

鮮緑，秋は紅葉で満山朱に染まる。

さらに’50余種の高山植物，カーペット模様を呈し

台地に群生するスギゴケなどすぐれた自然環境を誇って
いる。

◇設備野営場’宿泊所，ケビンなどがあるが，スキー

場,園地，休憩舎などの計画がある。
魏な羊ばむ主んたい

南八幡平自然休養林

◇管轄青森営林局雫石営林署

◇所在岩手県岩手郡雫石町

◇而職1,965ha

◇交通国鉄田沢湖線雫石駅から県道東八幡平線で県道
西山生保内線分岐点まで13km,定期バスで30分。同分
岐点から滝上温泉まで9km,車で30分。

◇みどころ頂上部に巨大な熔岩塊をのせ特異な山容を
見せる烏帽子岳と三ツ石山。これら山頂からは複式コニ
ーデの岩木山をはじめ,アスピーテ，トロイデ，アスピ

I,ロイデの各火山連峰の変化に富む火山地形と一大樹海
を一望にできる。さらに大小900余の池塘がある高層湿

原「千沼ケ原｣'静寂な原始環境を保持している白沼,平
ケ倉沼，変化を見せ流れる葛根田渓流，鳥越の滝，天然
記念物「玄武洞」など自然景観を満喫することができ
る。

◇設備現在，温泉宿があるが，野営場，園地，駐車場

等が計画されている。

高館山自然休養林

識
一
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ピヤシリ自然体義林の樹氷

なお'本地区に流れる石狩川源流部をせきとめ,300ha

の湛水区域をもつ大雪ダムが昭和50年に完成することに

なっており，森林美と雄大な山岳美に湖が加わり，いっ

そうその趣を増すものと思われる。

◇設備既設のものはないが，キャンプ場，園地，林IMI

学校，スキー場，宿泊施設等が計画されている。
たきのうえ

滝上自然休菱林

◇管轄北見営林局北雄営林署

◇所在北海道紋別郡滝上町

◇面積850ha

◇交通国鉄渚滑線北見滝上駅から1km,徒歩で101分。

◇象どころ北国の趣を印象づける盤かな樹穂に恵ま

れ，春はエゾヤマザクラ，キタコプシ，エゾムラサキツ

ツジ等が新緑の中で咲き競い，夏は涼しい渓谷と滴流に

緑の影を落とし，秋は紅葉が満山を包むなど四季それぞ

れに自然美を満喫することができる。

また，眺望景観もすばらしく展望台からはウエシシリ

岳’モセガル山,渚滑岳の連峰や滝上原野が一望できる。

◇設備展望台，休憩舎，森林博物館，駐車場等が計画

されている。

ホロホロ山自然休養林

◇管轄函館営林局室蘭営林署

◇所在北海道有珠郡大滝村

◇面積542ha

◇交通国鉄胆振線新大滝駅から村道を5km,車で10

《
屋
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◇管轄秋田営林局総岡営林署

◇所在山形県鷆岡市

◇面積201ha

◇交通国鉄羽越本線鶴岡駅から県道を15km,単で40

分。

◇みどころ高館山は，日本海岸に近い小高い山で，山

頂からは広大な庄内平野をはじめ，秀峰鳥海山，月山な

どの連山が望まれ，目を転ずればク画マツの緑が統く海

岸線，はるか海上に浮かぶ飛島などを一望にすることが

でき，､眺望にすぐれている。また，数多くの樹種に富ん

だ天然林にはアカマツ,ブナも点生し，変化のある森林

美を承せている。

◇設備展望塔，休憩舎があるが，駐車場，園地等の計

画がある。
おくきぬ

奥鬼怒自然休養林

◇管轄前橋営林局今市営林署

◇所在栃木県塩谷郡栗山村

◇面積1,436ha

◇交通国鉄日光線今市駅から県道を68km,定期バス

で180分。

◇象どころとこは原始的林相が残されており，アオモ

リトドマツ，シラベ，コメツガの天然針葉樹林およびカ

ンパ，ブナ等の老齢広葉樹林は四季の変化に富承，すぐ

れた自然策観を呈している。

また，鬼怒沼は繭上に細長い美しい湿原で，，0余箇の

沼地が点在し，チングルマ，モウセンゴケ，ヒメシィ.ク

ナケ,ツルコケモモ'イワカガミ等が色とりどりに咲き，

尾瀬とならび称されるところである。

鬼怒川の支流の沢にある高さ200mにおよぶオロオソ

ロシノ滝ほか数条の滝も一見に価する。

◇設備遊歩道，駐車場があるほか，スキー場,野営場，

避難小屋，園地等が計画されている。
よしたいら

芳ケ平自然休養林

◇管轄前橋営林局草津営林署

◇所在群馬県吾妻郡六合村草津町

◇面積959ha

◇交通国鉄吾妻線長野原駅から県道を白根山まで，6

km,定期バスで70分，ここから4km,徒歩で50分。

◇みどころここは，標高約2,000mの高山地帯で，こ

の自然休養林の核心である芳ケ平は池塘が点在する湿原

が広がり，高層湿原に生育する多種多様な高山植物と自

然環境が保持されている原始的景観がすぐれている。白

根山北側の荒涼とした火山特有の地貌は特異な紫観を呈

している。また,横手山頂からの眺望は四方に開け日本

アルプス，富士山，佐渡島などの遠望がよい。

β

奥鬼怒湿原風景 Y

一
一

凸

塾
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瓶ケ森宿泊施設（白石小屋）

◇没附スキー場，野営場，ヒュッテ，避難小屋等
蝋くくじ

奥久慈自然休養林

◇管轄東京営林局大子営林署

◇所在茨城県久慈郡大子町水府村山方町

◇面俄892ha

◇交通袋凪，月居地区は国鉄水郡線袋田駅から県道を

7km,定期バスで10分，男体山地区は同じく西金駅か

ら町道を車で6km,20分，竜神峡地区は同じく常陸太

田駅から県道を17km,定期バスで60分

◇象どころ｜随所に露出して奇岩，惟岩は，患ごとな断

雌，峡谷を形作っている。これに趣を添えるのが春の新

緑，秋の紅莱でこのコソトラストがすばらしい。

また,山頂からの眺望は，傭倣図的な殿観が眼下に展

開し象ごとである。

なお，近くには日本三大曝布の一つと称される袋田の

滝がある。

◇設備遊歩道，観爆施設，圃地等がある。
こう▲

甲府自然休蓋林

◇督轄東京営林局甲府営林藩

◇所在山梨県甲府市

《
一
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あり,区域内には，この寺院の奥の院のほか，石仏像な

どが残されており，仏業修場の場であった昔がしのばれ

る。

◇設備園地，展望所，休憩舎等が計画されている。
おそらかん松そ歌きよう

恐羅漢・細見峡自然休養林

◇管轄大阪営林局広島営林署

◇所在広島県山県郡戸河内町，佐伯郡吉和村

◇面砿1,078ha

◇交通恐羅漢地区は国鉄可部線戸河内駅から県道をrl

km,車で60分，細見谷地区は同じく戸河内駅から県，

林道を25km,車で60分

◇承どころ恐羅漢地区一恐羅漢山頂から山瀧の牛小屋

高原へのスロープは，広漠としたのどかな牧歌的風景を

なし,四季それぞれに楽しめるところである。特に冬期

におけるスキー場はその規模，雪質，職雪最等から西中

国一のものといえる。山頂付近の樹氷も知られている。

細見谷地区一ブナを主体とする広葉樹の春の新緑と秋

の紅葉の観賞と細見谷の渓谷美が特色である。

また，「いわな」釣も愛好家に親しまれている。

◇設備遊歩道，スキー場があり，林間学校，野営場等

の計画もある。
かめもり

瓶ケ森自然休養林

◇管轄高知営林局高知，西条営林署

◇所在高知県土佐郡木川村，愛媛県西条市

◇面積2,049ha

◇交通国鉄土溌本線佐川駅から国，県道を土小屋まで

定期バスで97km,そこから林道を車で10km,国鉄予

溌本線松山駅から国，県道を定期バスで土小屋まで92

kln,そこから林道を車で10km,さらに同じく西条駅

から国道を定期バスで川来須まで25km,そこから国道

を車で8kmのルー1,もある。

◇象どころここは西日本随一の高峰石鎚山(1,982m)

から東に走る脊梁地域で，高知，愛媛の県境にある。中

腹から稜線での針広混交の老齢天然林，稜線付近の草原

での五葉松，樅，栂等の白骨林の点在と，四季を通じて

すばらしい景観を呈している。

また，稜線部からは，四国の山為はいうに及ばず，瀬

戸内海の島燕や，遠く九州の山なゑが望まれ，シコクフ

ウロ，ミヤマリンドウなどの高山植物とともに訪れる人

灸の目を楽しませてくれる。

◇設附ヒュッテ，避難小屋，駐車場等がある侭か，青

少年の家，野営場，園地などの計画がある。

◇面積1,184ha

◇交通国鉄中央線甲府駅から県道を4km,定期バス

で10分

◇承どころ甲府盆地の周辺山岳の一部を形成している

ため,地域内各所山頂からの眺望はすばらしく，南に甲

府盆地の広がりと富士の麗峰，東には，塩山，勝沼を中

心としたブドウ郷から大菩薩峠，笹子峠さらに東京奥多

摩に連なる山を，西の南アルプス北岳，間ノ岳，農鳥岳

など3,000mの高山の連なる雄大なる景観，一方，目を

北に転じると近くに昇仙峡の山盈，遠くには八ケ岳から

金峰山,甲武信ケ岳などの秩父連山を望むことができる。

また,林内には各所アカマツの美林があり，花崗岩の

岩壁とともにすぐれた景観を示している。

武田氏の城塞として築かれた要害山の遺跡もある。

◇設備駐車場，園地等の計画がある。
きたやつだけ

北八ケ岳自然休養林

◇管轄長野営林局臼田，諏訪営林署

◇所在長野県茅野市，佐久市南佐久郡佐久町，小海

町，八千穂村

◇面積1,053ha

◇交通麦草峠地区は国鉄中央木線茅野駅から県道を30

km,定期バスで60分，大河原峠は同じく茅野駅から県

道を39km,車で90分

◇象どころ八ケ岳中信高原国定公園の中心に位置し，

大岳，横岳，茶臼山，丸山など2,000m級の山々からな

る山岳景観，コメツガ，シラベなどの亜高山性針葉樹林

の静寂な森林美，その中にたたずまいする白駒池，双子

池等の神秘的な山上湖および，ゆるやかなスロープに展

開する明るくさわやかな高原風景がすばらしい。

◇設備遊歩道，野営場，山小屋などがあり，スキー場

の計画もある。

宝塚自然休養林

◇管轄大阪営林局，神戸営林署

◇所在兵庫県宝塚市

◇面積252ha

◇交通国鉄福知山線中山寺駅および阪急電鉄宝塚線中

山寺駅から徒歩で20分

◇ゑどころここは宝塚市のほぼ中央に位置し，宝塚市

の背景とじて市街地から一望される。この周辺が市街地

開発のため，つぎつぎと緑が失われつつある中で，唯一

の緑地帯として,きわめて存在価値が高いところである。

この地区の最高峰に登れば,北に北摂,丹波の山なみ，

南に武庫の平野から六甲連山，束では眼下に大阪空港か

らはるか彼方の大阪平野までの雄大な眺望が楽しめる。

また，山麓には真言宗中山派大本山の紫雲山中山寺が

詞
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近付くと，雷雨は過ぎ去り，開けられた窓から高原のさ

わやかな空気が流れ込んできた。聞閲交響lill終楽章のメ

ロディーが沿線の木立から聞こえて来るような感じだっ

た。

まさか，その時は見られなかったろうが，夏の軽|:沢

高原を進む列車の窓から，線路沿いに走る舗装道路にさ

っそうたる乗馬姿の貴公子や，広つばのボンネットをか

ぶった少女の散紫姿を眺め，浦涼な商原の気とともに，

何か，私とは遮った世界がそこにはあるように，いつも

考えたものだった。

そのためか,私は軽井沢には,後にも先にも1度だけ，

高等学校の時，地質旅行で行ったきりである。今でも鬼

押出しの怪異な姿は印象に残っているが，他は何も覚え

ていない。中学・高校・大学を通じ，級友たちの中には

夏休承を軽井沢の別荘に過ごすという者も何人かいた

が，それを聞いて別に羨ましいと思ったことはないにし

ても，彼らに対しては，ある違和感を懐いた私である。

もうすっかり時代の変わった民主的な世の中なのだか

ら，而白い植物の多い軽井沢を，もっと気軽に訪ねたら

よかりそうなものなのに。かくして私には，堀辰雄の

『美しい村』は今も，一種のあこがれの的のように思え

るのである。

＊ ＊＊＊

昭和8年の夏に軽井沢で堀辰雄の『美しい祁は書か

れた。「御無沙汰をいたしました。今月の初めから僕は

当地に淵在して居ります」と書き出された6月10日付の

手紙，去って行った女性への思いを噛承しめた錐の歩象

が，その『序曲』を奏でて行く。しかし，女性関係はど

うも苦手の小生である。

－どんな人気のない山径を歩いてゐても，一草一

木ことごとく生き生きとして，もうすっかり夏の用意

ができ，その季節の来るのを待ってゐるばかりだと言

った感じが承なぎってゐます。山礁だの，閑古鳥だの

の元気よく噸ることといったら！すこし僕は考へごと

があるんだから黙ってゐてくれないかなあ，と澗職を

起したくなる位です。。…どこへ行っても野勝蔽がま

だ小さな硬い白い藩をつけてゐます。それの咲くのが

待ち遠しくてなりません。これがこれから咲き乱れ

て，いいにほひをさせて，それからそれが散るころ，

やっと避暑客たちが入り込んでくることでせう。・・・

その美しい花を誰にも見られずに散って行ってしまふ

さまざ童な花（たとへぱこれから咲かうとする野礁秘

もさうだし，どこへ行っても今を盛りに咲いてゐる郷

鯛もさうですが）－さういふ人馴れない，いかにも

野生の花らしい花を，これから僕ひとりきりで恩ふ存

一
一
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その3『美しい村」
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倉田悟

(東京大学腱学部教授）
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大東亜戦争終結の前後半年ばかりは，農学部の研究室

の疎開で，新潟県の高田に行っていた。町はずれにある

農学校のご好意で，林学科では植物のほか造林・林政，

計3教室が校舎の一部を借り，思い出多い日盈を過ごし

た。先日，古い写真帳を見ていたら，当時，造林学教室

から行っていた現東京教育大学教授のJ君が可愛らしい

クリクリ頭の童顔で，農学校の校庭に立っていた。

夜は近所の下宿へ帰って寝たが，郭公ののどかな鳴声

で清々しい朝を迎えると，何か少し戦争が遠のいたよう

な安らぎの一時を味わった。しかし，深夜は東京空襲を

伝えるラジオの警報に耳を傾けつつ，東京にいる父母や

姉妹や，また大学のことを思った。とくに広島原爆以後

の旬日の間は，ラジオのアナウンサーが「最後に敵1機

11．．．．」と叫ぶと，手に汗を握って，東京の無事を祈っ

たものだ。最後の1機が恐ろしい原爆を投下する可能性

が高いと伝えられていたからである。

植物学教室から責任者として同行されていた現三重大

学教授Yさんが，郷里の津の空襲でお母さんを奪われ，

その悲報に接して月夜の校庭で鳴咽を噛承しめておられ

た姿は，まこと痛ましい限りであった。それも終戦ひと

月ほど前の出来事なのである。

当時の交通事情だから，東京との行き来は途中1回だ

けだったと記憶する。終戦後の9月初めであったか，広

島の原爆被害調査へ参加するため，やっと切符を手に入

れ，信越線に乗り込んだ。超満員の列車が小諸から御代

田にかかるあたり，空がにわかに暗くなり，パチパチと

降種かと見まどうような大粒な雨が，窓枠を蝶つかとみ

る間に，浦然たる雷雨の中に列車は包まれていた。窓側

の乗客が皆，窓を閉めたので，車内はたちまち息苦しく

なり，暑いことおびただしい。

11勝ぎ喘ぎ高度をかせぐ列車が信濃追分を過ぎ軽井沢に

一
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し，よく考えて承ると少しおかしい。これはまだ野播蔽

が蒲の6月10日前後のことではないか。この峠行きの節

に続いて，次節には，

一雨が降り出した。さうしてそれは降り続いた。

とうとう梅雨期に入ったのだった。－

とあり，そのまた次の節には，

－或る朝，．…早朝の戸外へと出て行った。･･･・

サナトリウムの裏手の生垣に沿うて行った。私は最初

のいくつかの野播職の茂象を一種の困惑の中にうっか

りと見過ごしてしまったことに気がついた。それに気

がついた時は，既に私は彼等の発散してゐる，そして

雨上りの湿った空気のために－ところに漂ひながら散

らばらないでゐる異常な香りの中に包まれてしまって

ゐた。一

と，いよいよノイバラの開花季の到来を記述しているの

だ。したがって，峠行きの6月10日頃はナツグミの熟季

としては早すぎる。軽井沢ではノイバラの開花とナツグ

ミの熟季はほぼ同時季だろう。

では，峠の子供らとともに堀辰雄の口にした赤いグミ

、の正体は何かといえば，多分，スイカズラ科のウグイス

カグラ類であろう。軽井沢中学に勤務されていた佐藤邦

雄氏の『佐久の鯉吻方言』（昭和25年）を見ると，同地

方でグミと呼ばれるものとして，やはり，トウグミ・ナ

ツグミ．ウグイスカグラの3種が挙げられている。軽井

沢のものは詳しくはおもにミヤマウグイスカグラである

が，ウグイスカグラの類ならば6月10日頃，承ずゑずし

い赤果が熟するだろうし，「なんだか酸っぱかった」と

いう淡白な味わいもピックリである。

＊＊＊＊

ウグイスカグラ類をグミまたはグミノキとよんでいる

のは，佐久地方ばかりでなく，東北・関東両地方から長

野県にわたり広く通用する。また，佐久地方ではグミの

ほか，タウエグミ，ナガシログミ，ナワシログミ，ヤマ

ゴミなどとも称される。これらの中とくにナワシログミ

は東北.関東.中部の3地方の各地で耳にする方言名だ。

山本蕊光氏の編まれた『大分県植物誌』（昭和28年）

に出ているミヤマウグイスカグラの方言名オバンチ（由

布院)は,九重山麓の九重町にも通用することを佐藤三千

代氏から聞いたが，特異な方言名としてその語源を知り

たかった。最近，猟来飛霞の『高千穂採薬記』（1845年）

に「豊前方言，ウバノチ」が記録されていることを知っ

た。オバンチはウバノチと同じ愈味と判断されるが，

「乳母の乳」または「姥の血」などが考えられる。子供

が喜んで食べるウバンチであるから，「乳母の乳」と考

えて大過なかろう。

分に愛玩しようといふ気持は（何故なら村の人をはい

ま夏場の用意に忙しくて，そんな花なぞを見てはゐら

れませんから)何ともいへずに爽やかで幸福です｡－

日本の野生のバラではノイバラが最も広く普通に見ら

れる。私は小さい頃から，あの真白なよい香りのノイバ

ラの花叢に親しんできたように思える。愛知県衣ケ浦沿

岸の大浜（現，碧南市）で幼時を過ごしたのだが，腕白

小僧どもが剣劇ごっこに熱中した川原の薮に咲き乱れて

いたノイバラ。小学2年から3年を過ごした岡崎では，

梅園小学校の裏に続く岡の随所に芳香を放っていた野蒋

薇（あるいはミヤコイバラなども混じっていたかもしれ

ない)。その花叢に飛び交う昆虫たちの羽音。

東京へ出て来てからは，園芸バラばかり目にしたが，

林学に進むようになってふたたび山野のノイバラに親し

むことが多くなった。この4月初旬久しぶりに埼玉県奥

武蔵の顔振峠道を辿ってみたが，吾野の街並を抜けて高

麗川を渡ると，道傍の斜面にノイバラがまだ小さい若葉

を見せていた。5月から6月にかけての時季にノイバラ

の花を賞でつつ，植物を訪ねて何度となくこの峠路を行

き来したのは昭和30年前後の私だった。、

昨年母を亡くして三十五日の6月中旬，西武池袋線石

神井駅に近いお寺へ行った。人家の生垣に珍しくもノイ

バラが咲き感り，馥郁たる香りをただよわせていた。私

はしばらく立ち止まって，その美しさに見とれたほどだ

った。洋バラでなしに，もっと日本の野生バラの健やか

な美しさを庭園に取り入れたらよいと思う。

軽井沢の野蕎薇の花は「宿の爺や」に聞くと，6月末

から7月初あに咲くという。それまではまだだいぶ日が

ある。

－その村の東北に一つの峠があった。或る朝，私

は例の気まぐれから峠まで登った帰り途，その峠の上

にある小さな部落の子供等二人と道づれになって降り

て来たことがあった。彼等は峠で力餅などを売ってゐ

る家の子供たちであった。…子供たちは何を見つけ

たのか急に私を離れて，林のなかへ，下生えを掻き分

けながら駈けこんでいった。さうして一本のやや大き

な潅木の下に立ち止まると，手を伸ばしてその枝から

赤い実を操ぎとっては頬張ってゐた。それは何の実だ

と訊いたら,｢羅だ｣と彼等は返事をした｡…私は
子供たちの真似をしてそれを一つ宛こはごは口に入れ

てふた。なんだか酸っぱかった。－

私は初め，この文章を読んで，会津の磐梯山麓や多摩

丘陵，また房州の清澄山，その他随所で，そのいがらっ

ぽい甘酸味を味わったことのあるナツグミやトウグミ

の，枝もたわわにぶら下がった赤果を思い出した。しか
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風化生成物を母材とした土壌であるといえよう。またそ

の土性は母材との関連もあるが，砂質壊土から埴土まで

である。一般に粘土分が30％を越すものが多い。そし

て赤色土のB層。C層の粘土の化学成分中,Fe203は10

~15%,A1203は30～35%のものが多い。土壌の腫換

容量は未熟土を除くほかの土壊よりかなり低く，粘土は

腐植との結合力が弱いということができる。それに一般

に透水性がきわめて小さく，腐植が土壊の下厨にまで深

く浸透していることがまれである。赤色土上の林木の生

育は悪く低生産性土壌である。この土壊の表層は淡赤色

または黄色に変化しているところがあるので，少なくと

も50cm以上またはC層まで棚って承て，赤色土である

ことを確認する必要がある。

赤色土の分布と出現様式

現今国有林地域以外の林地・農拶馳土壌の調査が急速
に進行し，その分布はかなり明らかになっている。わが

国の赤色土の分布は森林土壌図8)にも示されているが，

図に示した地域に分布する。本図の地域のほかに奄美大
島・徳之島・沖縄県諸島にかなり広く分布する。

赤色土の出現様式は各地域により相異はあるが，海抜
高ならびに地形面に規則性が認められる。すなわち北海
道・本州・四国・九州地方においては，地形的には内陸
部盆地の周縁部，海岸につづく平野に接続する丘陵地，
高位・中位段丘,･低山地山脚部緩斜面に多く承られる。
肱抜高は盆地の周縁部のものは600~900mに出現する
ものもあるが，その他のところでは40～90mのところ

に最も多く存在している。そこである場所に赤色土が分
布しているとき，その場所を含む地域（中地形区）内に
おいては，その場所の標高と同一の標高のところに赤色
土の存在を予測することができる。九州以北の地域にお
いては赤色土と赤色風化帯（基岩がラテライト化作用を
うけた異状風化帯）または赤色砂礫層を合したものの厚
さは0.5～3m程度である。しかし奄美大島以南の西南
諸島では標高500mを越すところまで分布し，上記と同
様のものの厚さは2～81nである。

赤色土の生成時期

赤色土と赤色風化帯が九州から北海道にまで存在し，

その理化学的性質，地質・髄物学的特徴がほぼ等しいこ

とが解明された2)ために，赤色土は現在の気候環境で生
成したとする考え方は否定され，鋪者らが早くから提唱
した第四紀の温暖期（間氷期）に生じたとする学説が広

く認められるに至っている。さらに筆者は西南諸島地域
にもこのことがあてはまるものと考えている。

沖縄本島においては，数段（6～7段）の段丘がある。

そして標高約200mの段丘形成当時の暖い気候の影響を

林業家のための地質･地形
その3

〔赤色士〕

蕊 きだち董さ

木立正

(林試。＋じょ う
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赤色土とその特性

赤色士は北海道・本州・四国・九州の各地に点在し，

かつ奄美大島・徳之島にはかなり広い面積で分布してい

る。筆者は本年3月沖縄本島の赤色土を承ることができ

た。昭和27年から赤色土の研究を続けているが，ここで

わが国の赤色土について一応まとめて承ることにした。

しかしまだ不明な点も残されていて今後の調査研究が必
要である。

一般に土壌の色，とくにB層の色はそれに含まれてい

る含水酸化鉄鉱の色の反映が大きい。赤色土は赤色・黄

赤色・赤褐色を呈する土壌で，標準土色帳')では5YR･

4/6より赤承の強いB層をもつ土壌である。このような

色をもつ土壌には，玄武岩・蛇紋岩・石灰岩の風化物を

母材とした土壌および火山活動にともなう熔岩流・熱水

などによって生じた変質帯上の土壌がある。これらは特

にMg・Ca・モンモリロナイI､属の粘土鉱物を多最に含

むことおよび土壌の置換容量が大きいことなどで，ここ
で取り上げる赤色土と区別する。

さて含水酸化鉄鉱の種類とその色についてはつぎのこ

とがいえる。赤鉄鉱(Fe203)は赤色を呈し，針鉄鉱(a

-Fe208・H20)は澄色，鱗鉄鉱(7-Fe203･H20)臓黄

澄色，褐鉄鉱ae203・nH20)ば黄色ないし黄禍色を呈

する。筆者の実験から赤色土の大部分のものは，その含

有酸化鉄鉱が赤鉄鉱を主としそれに針鉄鉱，鱗鉄鉱をと

もない，ときには少量の褐鉄鉱を含んでいる。

赤色土に関する筆者の研究2)によると，その含有粘土
鉱物はメタハロイサイトを主とし，ギブサイト，ハロイ

サイトをともない，ときには少量のアロフェン，モンモ

リ戸ナイト属の粘土鉱物を含むものである。このことは

岩石風化の終末に近い状態を示し，赤色土はそのような

《
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（ギユンツ・ミンデル間氷期からミンデル氷期までの堆

積）の一部の赤色砂礫層上にある。静岡県三方ケ原礫層

（ミンデル・リス間氷期）には赤黄色の砂・粘土の堆積

層があるが，これまで述べた赤色砂礫層より赤みが淡

い。国頭礫層や本州各地の第四紀の砂礫堆積層の年代が

解明されつくされてはいないので，これに整合に堆積す

る赤色砂礫層の時代の決定には至っていない。しかし赤

色土は現世以前の間氷期に生成したものであるというこ

とはいえる。氷期・氷河の形成，ウルム氷期以後のこと

についてはつぎの機会にゆずることにする。

さてわが国の赤色土はつぎにあげるものの上に存在す

る。(1)赤色風化した基岩風化帯：基岩には火成岩，第三

系，更新統(洪積統)，中・古生界，結晶片岩がある。②

赤色砂，赤色粘土，赤色砂礫の堆積層でその充填物は赤

色粘土質物質?分布面積が最も広い。（3）(1)．(2)の二次

堆積物:これは主として扇状地,崖錐,地ずくり地など
にみられる。

赤色土と林業

赤色土は上記のような理化学的性質をもっているの

で，一般にA層はうすくかつ林木の生育は不良であお･

さらに林木の伐採によって急速に表層流土が起こりやす

い，赤色土地帯では降雨があれば路面は泥土化し，自動

車での上り勾配では，しばしばスリップすることを体験

されたかたも多いと思われる。したがって林木の伐採は

もちろんのこと，その更新については赤色土の特徴を十

分考慮した方法をとることが必要であることを強調する

ものである。

赤色土地帯は集rh嬢雨などによって,がけ崩れ,地;こり

的崩壊を発生するところが多いので防災の面からも注意

することが必要である。全国各地での災害は少ないもの

ではない。昭和28年9月の門司地区の災害は，市街地の

うら山の赤色土の崩壊が災害を大きくしたものであり，

昭和47年7月の豪雨による天草，佐世保の災害のなかで

赤色土地帯が30％以上であったことなどほ，その崩壊性

を物語っている。したがって治山の面からも注意しなけ

ればならない。切取り法面，崩壊斜面などの早期緑化が

大切である。また路線の設計，土地利用計画の立案には

赤色土の特性を考え，林地保全と自然保護が持続される

ようにしなければならないことを提言するものである。

文献

1）標準土色帳：農林水産技術会議事務局監修日本色
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2）赤色土の研究Ⅲ：木立・大政林野土壌調査報告第

14号林業試験場1963

3）森林土壌図：森林立地懇話会1972
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1－国

本邦の赤色土の分布

うけた著しい岩石風化（ラテライト化作用をともなう）

によって本島の赤色土は生成したものと推定している。

この数段の段丘の生成は今後の研究をまって明らかにな

ると思われるが，それを樵成する堆職屑の大半は国頭礫

層である。国頭礫層中の赤色砂礫層は赤色の砂陳，談灰

色の砂礫，風化しにくいチ．,,－卜の礫と赤色淵i土質物鴛

の充填物によって柵成されている。また伊地に総いてば

赤色砂礫層（厚さ1～1.5m)が赤色の紬土．砂牒を含ま

ない厚さ7～13mの砂礫層によって被覆されている。

沖縄本島の赤色士ば全島にわたり分布しているが，赤

色土にともなって存在するものに黄色土がある。黄色土

は10YR・6/6より黄色ゑの強いB、C層をもつ酸性の

土壌であるが，その生成にはつぎのことが考えられる。

(1)赤色土の生成時において含有鉄分の少ない岩石が著し

い風化を受けたが，含水酸化鉄鉱の結晶化が赤鉄拡の生

成に至らず，褐鉄鉱，針鉄鉱の生成にとどまったもの

(2)赤色土中の赤鉄鉱が二次的変質によって褐鉄鉱に変化

したもの，このような黄色土は下層部に赤色土が存在す

る。(3)赤色風化帯が浸蝕され二次堆積した赤色砂礫層中

の地下水（帯水）の影響によって,赤鉄鉱が褐鉄鉱主体

のものに変化したものなどである。黄色土の林地土壊の

生産性は赤色土のそれより高いのが普通である。

本州の赤色土は新潟県地域に分布する矢代田層・魚沼

層上部層，富山県の呉羽山礫層（いずれもギュンツ．ミ

ンデル間氷期に堆積）の上部層に赤色の粕土．砂層また

は砂礫層上にある。静岡県小笠山礫層，愛知県八事屑

一
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の死に目にも会えないといわれるほど，やり出すとやめ

られない面白いものらしい(私は初段に5，6目置く程

度の椣力なので，まだその域には達していないが)。

そのうち，担当区員ほ先生の最終の授業の終わる時間

に宿直室に来て待っている始末なので，午後になると，

仕事の方も上の空で片付けてしまうので，部下の林業手

に仕事をまかせたり，連日の|睡眠不足のため，書類や計

算にミスが目立つようになってきた。先生の方も，午後

の授業には落付きがなくなり，適当な所で打ち切って，

｢今日はこれまで・・･･･」といってストップしてしまう。

部落という狭い社会では，この2人の異常な関係が，

またたく間に評判の種となり，「担当区さんに会いたけ

れば，午前中でないと駄目，午後なら小学校の宿直室に

行けば会える」といわれるようになってきた。

ある日，営林署長は小学校の校長さんから1通の手紙

を受け取った。

巻紙に達者な毛筆で次の要旨の内容が書かれていた。

「前略，先日当校へ赴任して来た教師が貴署の担当区

員と囲碁の好敵手らしく，連日にわたって，当校の宿直

室で対局しているが，過度の対局により最近では授業に

悪影響が出てきたように見受けられるので，対局回数を

へらすよう，本人に厳重注意したが，その効なく，かえ

って反抗的な気構えも見えてくるようになってきた。貴

署の担当区さんの仕事ぶりについても，もし悪影響が出

ているようであれば，貴殿から囲碁を慎むようにご注意

願いたい。

その効果がなければ2人を同じ部落に置かない方が2

人のためにもよいのではなかろうかと思います。ついて

は，当校の教師は赴任後日浅く，当分転勤させあことは

できないが，貴署の担当区員は，当部落に赴任して2年

以上も経過したことでもあり，聞くところによると貴署

の担当区の配置替えは貴殿の権限で実現できると聞いて

いる。前途有為な2人の職員の今後のことを考えて善処

されんことをお願いしたい。なお私の申し出をお聞き入

れの場合は，本人には再度かかることの起こらないよう

厳重注意するつもりである」と。

署長はさっそくその担当区員を異動させるとともに本

人には今後囲碁に淫することのないようよく注意したよ

うである。

（2）将棋

先輩であり上司である将棋狂に，赴任直後「お前将棋

できるか」と聞かれたので「ヘポで初段に飛車と角をお

としてもらっても勝てない程度です」というとさっそく

「一挺やろう」ということになり，お相手すると，チョ

ポチョポの互格の腕前である。

OL｡F…sTE”
☆

街を行く

ほったしょうじ

堀田正次

(黙樫購肇鴎婁）
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囲碁と将棋

戦前の営林署の職員は，身上調書というものを書い

て，上司に提出したものである。

本籍，現住所，生年月日から経歴の概要，家族瀧成か

ら趣味，嗜好といったところは本人が書き，勤務態度，

長所短所，その他の諸々の事項は署長が全署員の分を霧

いて年1回，営林局長に提出しなければならなかった。

趣味の燗には，無難なものとして，読書，短歌，俳句

写真囲碁，将棋，野球,庭球,卓球といったところで，

今全盛の麻雀は，亡国の遊戯といわれていたので，あま

り書かれていなかった。

戦前も戦後も同じだと思うが，営林局署では囲碁人口

の方が将棋人口よりはるかに多く，有段者の数も多かっ

た。私の営林局署に勤務していた時の囲碁と将棋の思い

出を書き綴って象ることにしよう。

（1）囲碁

ある担当区員で囲碁の有段者がいた。不幸にもこの担

当区管内のどの部落にも，彼に匹敵するような好敵手が

いなかったほど，彼は強かったらしい。彼は月1回の出

署日の夜は，必ず街の碁会所に行って相手を見つけて，

心ゆくまで囲碁を楽しんでいた。

幸か不幸か，新学期になって，小学校の教員の大異動

があり，彼の部落にある小学校に囲碁の有段者の先生が

赴任してきた。この先生も，担当区員に劣らぬ天狗の囲

碁気違いであり，その腕はほぼ互格ときているので，初

対而から双方気合いが入っていたらしい。

初めのうちは，放課後午後4時ごろから夕食まで学校

の宿直室で1局で終わっていたのが，そのうちに対局は

夕食抜きで深夜までに及び，日曜祭日は朝から晩まで宿

直室に入りびたりとなってしまった。何分にも囲碁は親

今
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この先輩，出張する時に自分より少し弱い男を連れて

歩くことがあり，私も一度同行を求められた。

電話で「明日からの出張に君をつれて行くことにし

た。日程の打合せがあるからちょっと来てくれ」といわ

れたので行ってみると日程表を渡して，「このとおり行

動するから，関係の営林署に連絡しておいてくれ」とい

ったあとで，机の引出しから折りたたゑの将棋盤と駒を

出して，「これを持って行ってくれ」といわれる。

さて汽車にのると不幸にも満席でうまい具合に2人が

向かい合って座る座席がない。辛うじて先輩の席を見付

け，さて私も席にありついたが2人が離れていては将棋

がさせない。私は私の向かいの勝の人に低姿勢で席をか

わっていただきたいと申し出て，先雑の席と替わっても

らって，さっそくごWMI限と相成った。

巌初の1時間は私の3連勝に終わったが，そのあとが

連敗続きで，途'1期で降参しましたと申し出ても，目的地

に着くまでなかなかやめようとしない。

その晩夕食後また対戦したが，成紙依然芳しからず。

翌日の汽車の『|;Iでも挑戦を受けたが，結果は前日と同

様であった。

帰局後，先薙は得意然として戦織を公表されたが，私

の仲間がいうのには，「お前はよく辛棒した。誰も彼の

相手となるのに閉口しているが，誰も敬遠して勝とうと

はしない。今後再三お伴をさせられることだろうが，適

当に相手してあげてくれ」と

1カ月ほど経過したある日，また電話があって，「珊

日からの出張に君をつれていきたい…」といってきた

ので，「明日からの出張はご勘弁願いたい。実ば････」

と嘘をついて断った。

その後この先雛と会ってもなるべく将棋の話は避けて

プロ野球の話を先に出して逃げるようにしていた。

ある日，先薙は私にとっては不意討ちに退官されるこ

とになった。送別会があって，一杯飲んだあとで将棋を

やろうということになった。

まずA氏が相乎をした。結果はA氏の圧勝の2連勝，

次いで,B氏が相手になった。彼も2連勝,C氏もD氏

も負けない。簸後に私に指名があったのでお相手したが

私の惜敗でHappyEndと相成った。

その時,A氏B氏C氏の3氏は「今まで負けたのは実

力で妹なくて,職筋遂行上の必要から負けてあげたので，

退官されると負ける必要がなくなったので負けなかった

だけで,今後は何回やっても負けないでしょう」という。

先輩は「お前もか･…」と淋しそうな表情でいわれる

‘ので「私はそんな器用な真似ばできません。先輩の方が

実力が上です。いつでも私が必要な時は呼んでいただけ

れば，お相手致します。ただし条件をつけさせてもらう

と「3回ぐらいでご勘弁願えるか，1時間程度でやめて

下されば．…」と答えておいた。

退官後，この先輩は私の所に「将棋やらないか…」

と連絡がないところを見ると送別会での後難の仕打がこ

たえたのかもしれない。

ある営林局の幹部で下手蕊の将棋狂がいた。自分より

下手な男を捕えて｢王手」「王手」と攻め立てて，相手が

駒を投げて降参すると，毒舌をもって相手を罵倒するこ

とに異常な快感を感じ，反面自分が駒を投げて降参する

ことを極力嫌っていた。したがって，この人の相手をす

る場合，勝つわけにもいかず，負けるとポロクソにIWLX_

られるのを聞くのがいやさに負けるわけにもいかず，進

退窮まって敬遠して「できません」と逃避する態度に出

る人が多かった。すると，この上司「将棋ができないな

んて，馬鹿じゃなかろうか」とまたまた燕舌を浴びせる

というまことに始末に終えない悪い癖が出るのである。

強い土佐犬を作るために「噛ませ犬」が必要なように

この上司の将棋の満足感を与えるために職ませ犬的人身

御供が必要であって，誰かが因果を含ませられて，お相

手を仰せつかるのが通例であった。

この将棋狂の幹部が主催者となって講習会が開かれた

が，その前夜宿舎の温泉宿で，ある老練な将棋実力のあ

る山役人が多数の仲間から因果を含ませられてお相手す

ることになった。

この老練なご仁は押したり引いたり，適当に相手をあ

しらいながら，最後に，ケアレスミスを行なって「参り

ました」と駒を投げた。この負けつぶりがあざやかで，

態度も立派であった。

1回で終わりにするかと思ったら「君はなかなかやる

ね，面白かった。もう1番」と要諦。2度目も同様な経

過で駒を投げた。2度続けて勝ったためか，この幹部先

生居丈高となって相手を照倒しはじめた。

この将棋の老練者は，当初は辛棒を亜ねてご高説ご拝

聴の態度をとっていたが罵倒の度がすぎたために，彼も

勘忍袋の緒が切れた。老練士は開きなおって「もう1番

お相手願いたい」と挑戦した。今度は遠噸会釈もなく駒

を動かしたために簡蝋に幹部さんの負け。このあと何回

やっても老練士には勝てないので苦虫をかみ殺したよう

な表情で幹部さんは退散した。

さて，翌日の講習会でこの幹部さんは参加者多数の而

前で老練士をコッピどく叩きのめした。

「江戸の仇は長崎で」とし､う諺があるが，趣味もこう

なると部下泣かせであり，ご本人のためにもならない。

「趣味も淫すると毒する」ものであり「過ぎたるは及

ばざるがごとし」と私は強調したい。

君
－
１
↑

9

』
《
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ただ，そのおかれている地域の実態，特に農林業の展

開が過去から現在までどのような経過と成果とをもって

たどってきており，いかなる展望をもちうるのかという

点，およびその地域をとりまくﾀ制条件による影響のさ

れ方，この2点によってさまざまな対応条件をもつこと

はいうまでもない。

したがって，ここでば特に，山村において最も重要な

生産のあり方を規定するひとつの産業としての林業の

「型」の違いを承ておきたい。その分析のうえで，いわ

ゆる「地域」の特性を描き出し，そこにおいてはいった

い何が基本問題であるのかを究明することになる。いう

までもなく，林莱はきわめて地域の特性によって規定さ

れ，展開してきており，逆に山村地域が林業のあり方い

かんによって規定されるという相互規定関係によって成

り立っている。そのような地域の展開の違いを象ておか
●●●●●●●■｡●●｡●●●●、●■■

ないと，どこにでも通用するけれども，どこにも通用し
●●●●

きれない「育成紫」になる危険があるからである。

そこで，当面，ここでは中国山地地域を念頭におきな

がら，そこにおける問題点と展開策について言及して承
たい。

画地域林業の育成策を考える

－その9－

－過疎地域における

林業展開策は何か－

I

きたがわいず熟

北川泉

(島根大学農学部）

《
〉

課題

過疎地域(注）のチャンピオンとしては，術に島根県が

筆頭にあげられることはあまり異論のないところであ

る。しかしながら，その「地域」をどの程度の広がりを

もって考えるかによって，かなり問題の状況は変わって

くる。たとえば，広島県の例では，県全体としては人口

そのものは増加している。しかし，瀬戸内側のいわゆる

都市・工業地帯と中国山脈ぞいの山村地帯とでは様相ば

全く異なっている。ちょうどマナイタを45座の角雌に持

ち上げたように，山村地帯からの人口流出朧なだれのよ

うに瀬戸内側へ集中し，それを契機にいわゆる「過疎問

題｣の発生は島根県の場合と本質的に差はない｡同傑に，

岡山，山口，鳥取など中国地域を例にとって雛ても，ほ

ぼ同じような傾向が認められる。

（注）「過疎｣という言葉は，「過密｣に対する言莱とし

て，昭和41年の経済霧議会地域部会が提出した「中間

報告」において，はじめて公式に現われたものである

が，その中で「過疎」ということを次のごとく述べて

いる。すなわち，「人口減少地域における問題を､､過密

問題〃に対する意味で'､過疎問題〃とよび，過疎を人

口減少のために一定の生活水準を維持することが困難

になった状態，たとえば，防災，教育，保健などの地

域社会の基礎的条件の維持が困難になり，それととも

に資源の合理的利用が困難となって，地域の生産機能

が著しく低下すること」と理解している。

したがって，過疎地域のチャンピオンとして島根県を

筆頭にあげること自体は異論はないが，より地域を狭く

して考えるならば，わが国の山村に大なり小なり生起し

ている問題として考えることができよう。

1．林業の2つのタイプ

I･IT岡山地地域（島根，鳥取，山口，広島，岡山にまた

がる約150万haの森林地域）肱，現在の人工林率30%

程腱という数字が示すように，古くから薪炭生産と採草
を主体として林野利IWを行なってきた地域であるといっ
てよい。

現段階では，一般的に人工林率の高い用材林経営卓越

地滞を，より進んだ林業地帯として位置づけ，人工林率

の低い広莱樹卓越地滞をより遅れた地帯として位置づけ

られている（表現のしかたに臆いろいろあって，たとえ

ば成熟型林業・未成熟型林業，あるいは先進林業・後進

林業など)。しかし,先進とか後進とはいったい何をさし

ていうのか，という点になると必ずしも明確になってい

るわけではない。

とりわけ，薪炭生産が強い需要に支えられて，重要な

生産分野としての位置を占めていた段階（ほぼ昭和30年
代まで）では，薪炭生産地帯と用材生産地帯とでは，ど

ちらがより進んだ形態であるかという点になると，その

側面では必ずしも断定しえなかったといえよう。いうな

らば，林業生産形態としては2つのタイプの林業が共存
し，それぞれの内的外的条件の中で展開してきたといっ
てよい◎

ところが，不幸にも，薪炭需謹は昭和30年代からはじ

まった「燃料革命」によって，ほとんど壊滅的打撃をう

一
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けることになった。統計数値を‘遮るまでもなく，薪炭生

産はほぼ32年をピークに，それ以後おどろくべき速陛で

急減少しており，それと山村地域における人口減少とは

ほぼ見合った形でなだれのように流出するのである。

さて，問題はここからはじまる。薪炭を主要な商AI!I生

産としていた地域においても，薪炭原木の馳純な再生産

を志向していたわけではないことは，昭和30年段階以前

においてさえも，これら薪炭林地域において針菜樹造林

が伸びてきていた点から拳ても容易に理解されるところ

である。つまり，薪炭生産によって当面の「現金収入」

を得ながら，徐灸に用材生産のウエイl､を高める方向へ

移行しつつあったのである。その点は，とりわけ昭和25

年から36年ごろまでの造林面秋の伸びを象ればりjらか

で，むしろ薪炭需要の強大な中においてさえ，あるいは

強大な伸びを支えとして「用材林型」への移行が果たさ

れつつあったのである｡

ところが，昭和36年のピークを境に，造林面稜は衰退

化をたどることになる。もっともこの時期には，ほとん

ど日本全国において停滞から衰退に転じている。かくし

て，これら薪炭生産を主としていた地域では，腱林業の

一定の展開，および一定の輔助金政紫をバネとして，自

力によって|~用材林型」への移行を徐盈になしとげつつ

あったものが，突如として艇林業のバネを失い，そして

また，薪炭需要の急減という決定的ダメージを受けるこ

とによって，「川材林型」への移行が未成熟なまま挫折

することになったのである。

いうまでもなく，林莱の生産期間は長い。それだけに，

ひとつのタイプから他のタイプへの移行の期|剛も当然に

長い。その一定の長さの中で，徐とに移行を果たしつつ

あった地域は，いわば過渡的段階の中で経営管理さえ困

難となる事態が発生したのである。特に，この時期では

私営一般造林の衰退が顕著であることをみれば，上述の

表－2地区別林地所有規模別

ことは肌らかであろう。

2．機関造林の伸びと森林組合

さて，そうした私営一般造林の衰退に代わって台頭し

てきたのは，公団，公社，市町村，森林組合等のいわゆ

る「公的機関」による｢分収造林｣であろう。たとえば，

島樅県の例でぷると，次表のように，公団，公社による

造林面積のウエイトは年盈増大し，47年度では全造林面

穫の29％に達しており，さらに,市町村，森林組合によ

る分収造林を加えると，全体の35％程度が公的機関に

よる分収造林によって担われているのである。

さらに注目すべきことは,このような分収造林に土地

を提供する階層は，ほとんど林野保有の大規模層（ほぼ

50ha以上層）に限られていたのであるが，近年では土

地提供者が中･小規模林家にまで浸透してきたことであ

る。特に，この点は，森林組合や市町村行造林の進展と

ともに，中･小規模林家の参加が増大している。という

よりも,森林組合や市町村による分収造林の進展は，こ

表一l島根県の種類別造林面積の推移（単位ha)

1
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資料：「分収造林意向調査」（島根県飯石郡掛合町森林組合）
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れらI'ﾕ・小規模林家の強い要請の結果でもある。たとえ

ば，島根県飯石郡掛合町における森林組合の分収造林の

内容を承ると，表一2のように,20ha未満屑のウエイ

トが圧倒的に高く，なかでも511a未満層の比重は決して
小さくないのである。

ところで，公団，公社，市町村行造林とはいっても，

これら機関は，造林実行母体としての「労働組織」を自

らで常備しているわけではない。そのほとんどは森林組

合労務班に依存するか，造林企業体による労働者か，あ

るいは任意の労務組織によるか，いずれにしても自力で

組織している労働ではない。いわば,まさに｢他力依存」
の造林であるわけである。

その「他力」もいまや年を「非力化」してきており，

既存の労務組織は，しだいに老齢化．女性化がすすぷ，

後を継ぐはずの若手の労働者にとっては，林業労働はほ

とんど魅力を失いつつある。林業経営者も，森林組合関

係者も，林業労働者自身も,.いったいわが国の森林．林
業はどうなるのだろうか，という「先ゆき不安」を訴え

るものが多くなっているのが現状である。私営一般造林

の衰退にとってかわるべき機関造林も，47年度あたりか
ら停滞化してきている点も注目されよう。

しかしながら，他面で，木材需要は依然として増加傾

向をつづける中での単純な外材依存への赤信号，股近の

国際的資源問題，さらに森林によせる多面的利用への要

請など,森林・林業自体への期待は尚まる一方である。

いったい，誰がこうした地域の林業の担い手たりうるの

か,そのための対策は何か，そうした問いかけに反映し

ているように,実効性のあるプランを強く望んでいる時

代はかってなかったのではないか。にもかかわらず，現

在の林業に関する施策は，韮本的な視座が不肌確であ

り，地域林業の育成にとって最も肝心の訓柄にはふれて

いないし,ふれようともしていないようにさえ象える。

では，いったい何が問題であるのか。

方法を吸収実践しようとする意欲にとぼしいわけで．あ

る。けれども，資本主義経済における商品生産を行なっ

ているかぎり，「より高い収益をあげたい」とする経営

ベクトルは働いて↓､るはずである。問題は，そうした林

業経営としての弱さを集約して強力なものにまとめあげ

ていくといった組織者の欠除こそが，内発的駆動力の弱

さを弱さのまま露呈しているのではないか。

いうならば，各個ばらばらの林業をまとめあげ，ベク

トルの方向性を，「個別経営の有利性」の上に照準し，

一定の凝集力，つまり地域林業のまと亥りとしての循環

が果たされなければならない。そのためには，市場関係

を包接した産地化による循環構造の形成こそが主軸とな

ろう。いわば，市場性を有利に展開するたあの良質材の

生産，さらに集積機能と選別機能をあわせもつ組織者の

存在が必要なのである。′

大量・均一供給として大きな力を発揮している外材に

しても，決して立木そのものとしては大量・均一生産と

して存在しているわけではない。むしろ，不均一な単位

面積当たりの少量性をまとめて流通させる組織者（この

場合では商社）の存在こそが，その役割を果たしている

のである。逆にいえば，大量・均一生産がそれ自体とし

て形成されているところでは，流通組織者の必要は存在

しないとさえいえるのである。

このことを要約すれば，市場性の高い，いわば良質材

生産を目途とした産地形成を個別経営の経済性を高める

方向で組織的に動員し，外在的に駆動力を与えていくこ

とが急務となるのである。中央市場はおろか地方市場の

大手需要からも切断されつつある国内林業を蘇生させる

ものとして，今こそ地域内在者による生産・流通の真の

組識者が形成されなければならないものと考える。市場

への有利な販売をめざした生産技術を中心に，銘柄材と

しての産地化が進められるならば，今日の個別林業経営

の不振，それを背景とした森林組合等への施業委託の伸

び，日本経済からの切断の状況は，むしろ事態を逆転さ

せる好機となりうるのである。いうならば，個別経営自

体としての不振が深まれば深まるほど，強力な組織者と

有利性の実践者を強く求めることになるからにほかなら

ない。

さて，このことは当然にも労働力の問題と直接的に関

連する。従来のように，経営主が任意な時に任意に引き

出す労働力はもはや存在していない。一定の労務斑を組

湖上している森林組合においてさえ，組合自身の事業規

模は自らの組織労働の規模に規定されることが明確と,な

ってきたからである｡少なくとも，昭和40年ごろまでは，

組合の事業規模は組合員の組合利用率と資金が規定的要

』

一
一

一
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3．流通の組織化と労働の組織化の意味

流通・労働の組織化といっても，大型大量流通のため

の市場の組綱上と，林業生産実行主体としての労働力の

組織化の必要性を単純にここで述べるつもりはない。こ

こでの問題は，その組織化のされ方，ないしはそのもつ

意味についてゑておきたい。

いうまでもなく，林業生産・経営の特性として，放撒

的施業でも一定の収益はあげられるし，より多くの収益

をあげなければ,経営が崩壊するものでもない｡つまり，

「生産力発展の経済自律的な内発的駆動力が弱い」ので

ある。だから，個別経営自らがすぐれた生産技術や施業

q
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1

因であった。したがって，その時期までは，事業量を確

保するために森林組合は奔走していたのである。しか

し，現段階では，むこう1カ年分の事業をかかえて，そ

れをこ巌すための労働力不足にあえいでいる組合が続出

してきているのである。もっとも，だからといって，森

林組合の経営内容が必ずしも拡大発展しているわけでは

ない。むしろ事実は逆に，経営内容は固定資本の増大と

経営管理磯の増大とによって，おもてむきに反して台所

は苦しいというのが一般である。だから，森林組合の健

全な発展と地域林業に果たす役割の重要性からも，真の

地域林業の組織者としての役割を担っていかねばならな

いのである。

さらに，近年では森林の公雛的機能に対する要請ばあ

らゆる分野において高まってきている。林学が古くから

課題としてきた森林の「経済的機能」と「公益的機能」

の調和ある展開は,単に保安林を配伽するということで

解決できるものではない。地域の林業機造に即した両機

能の調和ある展開を助長しうる施薬によって担保されな

ければならない。もちろん，このことは「予定調和」を

意味するものではなく，高い林業技術に裏うちされた合

目的施業が地域の特性の中に定着し，その結果として，

2つの機能が高度に果たされるという性質のものでなく

てはならない。その意味で，農山村に滞留する過剰人口

を単なる労働力として引き出すという形の労働では（こ

のこと自体がすでに困難なのであるが．…),これからの

良質材の生産と公益性の増大という2つの機能の調和あ

る展開は期待しがたいといわねばならない。そこにば，

林業労働が，いわゆる専門の労働力として高い技術を担

った労働者によって実践されることこそ重要な課題でな

くてはならない。

として本質的にもっている特徴点ともいえる。しかもそ

の性格は，半ぱな労働力をいつでも集められる条件にあ

った地域において長く維持されてきたものであろう。

再度いうならば，地域内林業の組織者としては，現状

においては森林組合に期待せざるをえないであろう。だ

が，農山村内に滞留している労働力をいつでも引き出し

うる条件にあり，かつ，そうした労働の質しか要求され

ないような段階における労働力調達構造では，もはや労

務組織は崩壊せざるをえないし，したがって，森林組合

の役割も大きく後退せざるをえない段階に立・らいたって

いるといえよう。

そこで，真の意味の労働の組細化とは何か，という点

が問題となる。それは，一口でいうならば，たとえ兼業

労働にしても，林業において「年間通年雁用体制」を確

立することである。多くの山村では，林業労側は季節性

に左右されるし，特に冬季の就労を困雌にしている。そ

のため，現状では林業労務共済制度がとられており，冬

期間の不就労分の幾らかを補俊するという発想に根ざし

ている。いわば，それは一種の失業保険的な考え方に通

じる。しかし，ここでいうところの真の年|側就労の保障

というのは，その不就労期間の給付額をアップして，年

間所得を一定限確保せよという，かつての失業保険適用

の拡大を主張しているわけではない。むしろ，失業保険

の適用という形の，いわば｢後ろ向き」の就労対策では，

上述の主旨は生かされないのである。

いうならば，年間を通じて林業労働に就労することが

常態であるという体制を確立し，季節的条件等で生産性

の低下した部分は，雇用者側の負担として保障していく

ことが基本である。冬季間秋雪の多い島根県の一琳例を

象ても，特に積雪の多い日は就労できないにしても，そ

れ以外の多くの日は，春の造林の地栫えを主体とした就

労によって，冬季間といえども大半が就労可能であり，

またその体制さえ確立されているところでは聯実として

就労しているのである。いうまでもなく，季節性による

就労の断続性は，労働者個人の寅任ではない｡全く物理

的に不可能な期間を除いて，季節による制約期間を拡張

理解して，その期間ははじめから不就労とする形では，

良質の労働力は確保されないばかりか，林莱労働者とし

てのプ再意識も，そしてまた筒い技術をもった林業生産

展開のトレーガーとしても，多くを期待できないことに

なるであろう。労賃水準とは1日当たりの賃金の高さ自

体ではなく，年間就労賃金所得によるべきであり，その

就労の保障と一定水準が確保されないかぎり，林業労働

者の真の意味の定着はありえないのである。

少なくとも，さしあたり最も実現可能である公団，公

1

『

垂
．
↑

《
寡

4．労働の組織化と森林組合

上に述べたような林業労働の組織化は，現在の森林組

合による労務班の存在形態を意味しているのではない。

山陰を中心とした地域に特にその傾向が強↓､のである

が，森林組合の労筋班といっても，その多くは下請化さ

れた労獅者集団であって，いわゆる森林組合による直傭

形態をとっているものは少ない。もちろん，傾向として

はしだいに直蜥形態類似の方向へ移行しつつあるとはい

え，基本的には森林組合の労務組織は直航形態にはなり

えていない。組合の事業鐘規模によって，いつでも伸縮

可能な，そして季節性によるマイナス分を労働者側の負

担において成り立っている形態にぼかならない。このよ

うな実態は，必ずしも全国の森林組合労務班に通用する

ことではないが，しかし，森林組合労務班の性格の一端
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社造林において，年間通年雇用を前提とした労働費を計

上すべきであり，そのことが果たせないかぎり，林業を

産業として地域に定着させることはおろか，他力依存の

造林推進さえ不可能になるといわねばならない。いかな

る産業といえども，技術的特性をふまえた高い技術の1，

レーガーが安定した就労を約束されないかぎり，その産

業の存続発展はありえないからである。

ここで，改めて現段階における地域林業育成策の考え

方と,そのとるべき施策の核心について整理しておこう。

中国山地を中心としたいわゆる「過疎地域」において

は，薪炭生産型林業から用材生産型林業への移行の過渡

期において，その起動力としての地域農林業が外在的に

衰退契機をうけ，いわば用材生産型への林業が未成熟な

ままの停滞を結果したのであった。したがって，こうし

た地域では，市場有利性を背景とする高度な技術の具現

化はおろか，逆に人工林の天然林化と‘いう現象まであら

われることになる。いうならば，個煮の経営自体におい

ては，現状の水準すら維持することは困難となってきて
需令乱9画や多分諄■“多き牙余琴鍾詞多宮寺名雰諄五“融ら罪々譲々今多◆鐵誕疾々壺魂争溌ら幸q亀呉々←褒守e裁少饒勺ご鐸Q己ら¥季雪辱うぐ靜玲鐸玲タコq多争も月尭‘鳴々野
；

いるのである。したがって，生産．流通の組織化が生産

の高度化．技術の高度化にとっていかに重要であるかは

前述したとおりであるが，しかし，現状では個灸の生産

者が自力では組織化しがたく，また，いかにすぐれた有

利な生産技術であっても，自力では吸収しがたいのであ

るから，こうした生産・流通の組織化は，地域内在的な

実質的組織体である森林組合に期待せざるをえない。

このことは，森林組合の組織する労務班の存在形態と

直接関連をする。林業労働力を真に年間就労を保障する

ものとしての「常備軍」たらしめることであり，当該地

域．経営に適合するよう,な森林の公益的機能を具有する

ごとき技術を担うものでなくてはならない。いうなら

ば，林業諸施策をあわせて外在的に駆動力をつけさせて

いくことを組織的に進めていかねばならないのである。

その場合，林業労働の常時就労体制の確立こそ，その核

心になると考えられるのである。こうした，高い技術の

担い手の組織的定着こそ，地域林業が自力的発展をとげ

ていくことの主軸になるものと考えるのである。
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ジベレリンによる着果促進について

斗Z

青森局・碇ヶ関署藤森重智

ぞうりんあおもりNo.1061974年5月P14～16

《
一
齢

47年生のスギ造林木（平均胸間直径30cm,平均樹高

17m)に対し，ジベレリン順粒剤の樹皮~ド埋込象を50

mg,100mg投与の2処埋に区分して行ない，その着果

量（生球果）を洲在したものである。

その結果，①林内供試木については,100mg投与木

は50mg投与木の2.3倍の蒲果を示し，立木密度と個

体の大きさにもよるが，林内立木には1001ng以上の投

与が必要だとしている。

②林縁供試木については,100mg投与と50mg投与

との間には有意差は認められず,したがって50mg程度

の投与でよいとしている。

③無処理区には蒲果は承られなかった。

I

サクラブーリ

これ以上造成を許すな－わが国のゴルフ

場の実態

法政大学環塊問題研究会

自然保護N0.1431974年4月P2～5
》
《 単線式索道における索道用プーリ

「特集・ゴルフ場問題」のうちの一つであるが，48年

1月現在で既設，造成，土地買収中のものを合わせてゴ

ルフ場は14万7,400haに達し，ゴルフ人口一人当たり

102m2となり，都市人口一人当たりの都市公園面稜平均

2.9m2に比してはるかに大きいとして，その膨張に対し

てするどい批判を加えている。

ゴルフ場造成に伴う自然破壊は，生態系の破壊はも､ら

ろん水系にも多大な影響をおよぼし，森林伐採による保

水力の低下など治山治水上の問題は，その造成方法，而

積において重大であるとして，その災害の具体例をあげ

ている。

自然公園内にもかなりのゴルフ場があり（44か所),す

ぐれた自然を破壊しており，またゴルフ場のためにいと

も簡単に保安林が解除されてきたなど，農林行政のあり

方に疑問をなげかけている．

『
●

丸元静夫

機械化林業N0.2451974年4月P35～38
●

単線式索道は，荷物が索道川プーリを通過する際に大

きな価盤が発生し，脱索訓散につながる不安も強く，ま

た荷吊索の極端な型崩れと断線が同時に起こる難点があ

るので，これらの弊害を防止するための索道川ブーリ

（サクラプーリ）を試作したものである。

その椎造は，図に示すように,(B)の部分が星形に8

枚の山形部分をもっており，索支持JIz(A)の部分と分

離された遊車となっているので，荷吊索が(B)の谷の

部分にそって円滑に通過することができ，脱索防止に役

立つとしている。
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生産性の低い土地でも活用でき，公害を伴わず自然保

護に沿った開発とされ，自治体にとっては固定資産税，

娯楽利用税などによって歓迎されていたが，その後の異

常な開発は各種の弊害をもたらし，自治体でもようやく

各種の規制を行なうようになってきた。しかし，それは

行政指導が中心であり,強い規制力をもちえず,また政府

が強い規制を打ち出すことに期待できないとして，民間

による反対運動を強化しなければならないとしている。

に比べて71％という生産性をみたのは，一応所期の目

的を達成しえたものとしている。今後は，林床型，稚樹

の状況にマッチした収穫調査により合理的な集材方法を

確立し，生産性の向上を図りたいとしている。

カラマツ間伐材をコアーとした集成材の

品質試験・

北海道林産試・試験部倉田久敬，長原芳男外

林産試験場月報N0.2671974年4月P1～6

カラマツ間伐材をコアーとした集成材の品質につい

て，6カ月で1サイクルの吸脱湿くり返し処理を2サイ

クル行なった試験結果の報告である。

その問に「集成材の日本農林規格」で定められている

II11I質試験の結果，

①集成材に発生するねじれ,曲がりはわずかであり，

いずれも規格に合格する。

②化粧単板に発生する割ればほとんど認められず，

規格で定められた「表面割れに対する抵抗性」試験で

80％以上の合格率である。

③ブロックせん断による接着力試験で“ほとんど

の接濁隠が規格に合格する。

④突大材のllliげによる曲げ性能試験では，一部のも

のが柵造川雌I戊材の規格に合格したにすぎず，したがっ

て合格するためにば，表1節に補強材をはるなどの手段が

必要である。

ll11げ性能を除いては，規絡に合格するI11111質であったと

している。

U

木材の染色

林試・林産化学部堀池清，基太村洋子

木材工業No.3261974年5月P2～7

木材の材質感を生かし，木理を美しく表現するのに染

料は適しているが，現在の木材塗装では表面を切削加工

後染料溶液を塗布し，表面の承を染色するものである。

しかし，表面の承の染色よりも，木材内部まで染色し，

その後切削加工するほうがより木理を美しく表現できる

ことはりjらかで，本研究は木材の内部まで染色する方法

を究りIしようとするものである。

木材および木材総成成分の染色性，木材の顕微鏡的撒

造組織の染色性，木材中の染料の移動，木材用蒋色剤，

木材染色の実ﾊl例（カラマツ|剛伐材の利州I州発，単仮の

染色，単板の積層，染色による淡堕材の製造）に分けて

詳しく報告されているが，なぜ染色すると木目がはっき

りしてくるかというような韮礎的な研究も十分ではな

く，また染色技術においても,木材の変色が大きな間脳と

なるとして,今後の研究にまつところが多いとしている。

】

《
『

自然保謹への険しい道

環境庁・自然保護局大井道夫

国立公園No.291/2921974年3/4月P1～6

石油危機問題に直面して，環境問題がいわば非常時に

おける棚上げ論的な悪いムードが漂っているとして，自

然保謹の問題として，

①自然保護の根底に横たわるべき日本人の思想的な基

盤，②現代要請される自然保護とは一体どのようなもの

であるかという基本問題，③自然保護の技術的な基盤は

何か，といった分野に分けて提起している。

○高田長武：これからの国有林野事業機械化の動向

山林N0.10791974年4月P28～36

○山本静香：日当3,800円余になるしいたけ生産者

の経営分析

ひろしまの林業N0．2781974年5月P8～9

潮用作業における集材作業について

長野局・伊那署古畑富省，山寺博

スリーエムマガジンN⑥､1581974年5月P2～6

漸用作災で保残木，稚樹を損傷させない集材作災につ

いて調査研究されたものである。

漸川作業本来の意義に忠実にしたがい，かつ生産性も

低下しないということを念頭において実行したものであ

り，以下，漸伐施莱の具体的な実施方法，漸伐作業の実

行とその結果（作業作設，伐区決定，収盤調査，集材線

位置決定，伐木造材作業，柴材作業，検討)，考察（集

材方法の検討，支障木の発生を少なくする作業，株替え

方法，変形ハイリード）等に分けて具体的に説関されて

いる。

横取りのための伐開はせず，また集材線伐開幅も股小

必要限度として実行した結果，皆伐作業の全幹築材方式

《
〉
・
一

■
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置と特徴，外材の輸入機機，外材の

流通機構，および外材政莱の意義と

展望のセクションである。

外材の位置と特徴では，戦後にお

ける外材輸入のエポックを1960年以

前と以降の二者に大別し，以降の特

徴として具体的に5つの珊項をあげ

ている。そして外材の位臘について

はわが国の木材需給および一般輸入

において非常にそのウエイトが高ま

ってきていることがﾘjらかにされて

いる。

外材の輸入機樵においては，一般

論的な紹介のあと，米材，ラワン材

およびソ連材の輸入機機について具

体的にふれ，さらに開発輸入の歴史

的展開と現状について記述されてい

る。

外材の流通機椛では外材の荷役・

取引の形態について具体的に米栂小

角(東京)，ラワン丸太(東京)，ソ連

材噺潟港）をとりあげて説ﾘjが加

えられており，また外材と木材流通

構造として外材激増のもとでの産地

および消費市場の変貌と現状とがと

らえられている。

最後の外材政策の意義と展望にお

いては，敗戦後における外材政策の

変遷を日本林政との関遮において考

察している。

氏によると，戦後における外材政

策は一貰して輸入促進政策であり，

それは1960年と61年の木材価格の

異常高騰によりいっそう促進された

といわれる。しかしその後の外材輸

入の激増は，それがその言ま必ずし

も木材価絡の安定に寄与しないばか

りか（外材の輸入，流通機構におけ

る問題の存在のため),国内的には日

本林業の生産停帯を招き，そして国

際的にはその輸入のあり方において

産地国の批判を惹起しつつあるとい

うのである。かくて氏は一般林業政

縦とともに外材輸入政策のあり方に

ついて反省の時期にきているという

のである。

以上,「外材｣の内容について，わ

たくしの問題認識にしたがって紹介

した。

本書に対するわたくしの評価につ

いていえば問題なしに高い評価を与

えることになる。とりわけ具体的な

外材輸入と流通の分析と紹介はさす

がである。

ただあえて注文をつけるとすれば

外材輸入に対する将来展望をいっそ

う確実にするために外材産地国にお

ける外材生産事情についての分析と

|Ⅲ格形成における商社活動の機能に

ついての閲明がのぞまれる。

ともあれ，外材輸入の実態を理解

し，そして日本林業の今後の動向を

見きわめようとするものの必読の書

のひとつであることには間違いはな

い。（野村勇）

の縄命

外材

一その現状と展望一

安藤嘉友著

昭和49年3月

日本林業調査会

定価700円

2

』
一
一

都内のある小学校で，先生が木材

はどこからとれるのかと質問したと

ころ，ある生徒がしたり顔で「海か

らです」と答えたそうである。外材

輸入の現状はこの話がただ単に笑い

話に終わらないほどの実態にある。

著者も指摘しているごとく，「外

材は，木材工業や林業・山村にかか

わる問題としてだけではなく，住宅

問題など広く国民生活に関連する問

題として論議されるにいたってい

る」のであり，そして林業経済の分

野に限定して，わたくしなりにどぎ

つく表現すれば，外材問題を抜きに

して日本林業の経済的問題は語れな

いし，また逆にその理解のほどがそ

のまま林業経済の理解の深さをあら

わすとも考えるのである。

安藤嘉友箸になる「外材」は，氏

のこれまでの長い着実な研究活動の

成果であり，上述のような意味合い

に鎧いて氏の日本林業に対する理解

のほどを世に答えるものである。

この評価についての私見は後述す

るとして，まずその内容について紹

介をして承たい･

本書は，4つのセクションによっ

て椎成される。すなわち，外材の位

一
一

今
口

1800IhllIOpcIII8IIMIDO1188IIIBIIIOOIII111000nlllOOO11101009111111畑II110UO11101IIIIInO111100nlllOOOO1111000#ilO11190nllllllllllll008n001900011l110｡0110100008100(100011881100

下記の本についてのご注文は，当協会へ
古書ばとかく売切れになりやすいので，ご注文は，お早目に。お申し込象に対
し､在麗がありましたら，すぐ送付致しますから，それによってご差金下さい。

古書Vコーナー

｜著名 者’書

熱帯産主要木材

南洋材の知識前後編2冊

木材の知識

林産必携腱村林業

択伐林形図

会田貞助

会田貞助

会田貞助

明永久次郎

秋田営林局

A5255頁昭40

A5939頁昭46

A5339頁昭46

A5354頁昭31

B5図129枚昭10

2,000円

6,600円

2,500円

1,800円

3,000円
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含''州伽釧''"州‘州‘‘‘'州‘'‘'i''､州州'州'''卿州'岬’､"‘‘‘'卿"''"｡，'州‘州職“雷筆ノート”''剛！卿"‘‘,""~i
：

＝
＝

＝ 量規制方式を導入することを決定しています。
総量規制

＝

琴ゞれ霞での公害観緬憾汚染物質を濃度によって親制〈鷲野駕驚豊熟驫簾篤臆§
冒してい霞した(PPM"M)が,ゞの方式に臓大誉＊気…もっている圃宥の菖灘鰐力腱よって瀞化し"
言欠陥がありました。つまり企業が汚染物質を以前と同る限度以上に汚染物質の排出が行なわれれば環境の汚尋

言じ鏡だけ排出していても嬢突の数をふやして広い大気染がすすみ公密が発生することになり表す｡環境響量：
冒中に拡散させたり'大魁の水の中に排出すれば汚染物とは'この自然の浄化能力をさす場合と汚染の度合い：

事･棚""‘繍鵬鯵…対…'崎｡ゞ蕊灘蹴欝撤欝鑿麓暖竈言ができるわけです。

言このようなことから地域住民等からPPM方式へのように定めるかという問題は,現在の科学･技術の段冒

菫駕､蕊駕欝躯嬰墓欝難臓誌繊鮮登踊惠’潔撫嬢
三 三

言対応する新しい公害規制方式が総量規制で,一定区域することによって害作用が発生するような物質につい三
三 曼

言内に排出される汚染物質の総量を規制する方式です。ては環境容避を考えることができず別の規制方式によ言三
言昭和48年3月から大阪府が硫黄・窒素両酸化物につらなければならないことになります。言
＝

薑いて初めて導入しており，政府も昭和50年4月から総
量
罰lⅡ$l8tOI1111101lIlHIⅡ川ⅡIⅡIM1I1lHlI#Ⅱ11ⅡⅡ'Ⅱ11;llIll柵ⅡⅡ111Ⅱ11，ⅧⅡ11，ⅡIⅡ,!Ⅱ川朏1,,川皿IluⅡ11ⅡI川,11州IlIIt10I川11,,1Ⅱ1，Mt川,111,,1,川ⅡⅡIⅡ11,Ⅱ80,1,,,,Ⅱ11,ⅡⅡ10Ⅱ11ⅡⅡⅡ111ⅡM1ⅡⅡi6ⅡIIIIIlIIOⅢIⅡ1011111Ⅱ0,Ⅱ,,1,8,MIMIⅡI

６
－
』

麓，惑麗趨魁､蕊’亀J超電喫ご
去
る
五
月
十
二
日
の
夜
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
で
「
熱
帯
降
雨
林
」
の
教
養
特
集
を
放
映

し
た
。
そ
れ
は
国
際
生
物
学
事
業
計
画
（
Ｉ
．
Ｂ
・
Ｐ
）
の
一
環
と
し
て
、
マ
レ
ー
半
島
中
部

で
行
な
わ
れ
て
き
た
日
・
英
・
マ
レ
ー
シ
ア
の
共
同
研
究
成
果
の
ダ
イ
ジ
一
一
ス
ト
で
、
熱
帯

降
雨
林
独
特
の
落
枝
落
葉
の
迅
速
な
消
失
（
物
質
循
環
）
の
実
態
、
と
く
に
こ
の
地
方
に
多

数
生
息
す
る
各
種
の
シ
ロ
ア
リ
が
、
枯
枝
や
枝
葉
を
驚
く
べ
き
速
さ
で
片
付
け
て
い
く
あ
り

さ
ま
な
ど
が
興
味
深
く
編
集
さ
れ
て
い
て
、
大
阪
市
大
吉
良
教
授
な
ど
の
要
を
得
た
解
説
に

乗
っ
て
、
一
時
間
の
長
番
組
も
ア
ッ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
感
じ
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
面
白
く
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
テ
レ
ビ
番
組
は
、
例
の
「
白
蝋
の

指
」
な
ど
の
放
映
と
同
様
に
、
一
般
の
誤
解
を
招
く
こ
と
も
あ
為
の
で
は
な
い
か
と
お
そ
れ

る
耐
も
あ
る
。

シ
ロ
ア
リ
は
熱
帯
地
方
に
と
く
に
多
く
公
布
し
て
い
る
と
朧
い
え
、
ど
こ
に
で
も
か
の
テ

レ
ビ
画
而
の
よ
う
な
お
び
た
だ
し
い
密
度
で
存
在
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
ア
マ
ゾ
ン
系
の
熱

帯
降
雨
林
で
、
私
の
歩
い
た
範
囲
で
も
地
上
付
近
の
ロ
ー
ブ
ム
ス
の
鎧
ば
き
わ
め
て
少
な

く
、
物
質
循
環
の
速
陛
が
非
常
に
高
い
こ
と
を
示
し
て
は
い
た
が
、
シ
ロ
ア
リ
の
城
は
注
意

し
て
い
な
い
と
見
落
と
す
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
に
関
心
の
深
い
ラ
ワ
ン
な
ど
フ
全
ハ
ガ
キ
科
の
樹
が
南
米
の
熱

帯
降
雨
林
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
、
そ
の
日
の
放
映
で
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

以
前
、
私
た
ち
が
東
北
伯
ア
マ
ゾ
ン
系
熱
帯
降
雨
林
開
発
調
査
に
入
る
に
あ
た
っ
て
、
予

備
的
情
報
集
め
を
行
な
っ
て
い
た
際
、
あ
る
物
識
り
か
ら
、
「
そ
の
地
方
の
原
生
林
は
い
っ

た
ん
伐
採
し
て
し
ま
う
と
砂
漠
化
し
て
復
原
は
困
難
で
あ
る
」
と
教
え
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が

昭
和
二
年
東
大
林
学
科
卒
業
後
直
ち
に
ア
マ
ゾ
ン
下
流
地
域
の
ト
メ
ァ
ス
入
殖
地
へ
移
住
さ

れ
た
平
駕
練
吉
氏
の
現
地
談
に
よ
れ
ば
、
原
生
林
の
焼
畑
開
墾
地
も
、
放
置
す
れ
ば
す
ぐ
に

陽
性
の
二
次
林
に
お
お
わ
れ
は
じ
め
、
間
も
な
く
三
次
的
の
最
盛
林
構
成
樹
種
が
入
っ
て
い

く
と
の
こ
と
で
あ
り
、
私
の
体
験
感
覚
か
ら
し
て
も
、
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
と
納
得
で
き

た
の
で
あ
っ
た
。

ど
う
も
世
の
中
に
は
一
を
聞
い
て
十
を
知
っ
た
か
の
よ
う
に
思
い
込
む
人
が
多
す
ぎ
る
よ

う
で
あ
る
。
科
学
技
術
の
進
歩
が
目
ま
ぐ
る
し
く
、
日
ご
と
に
知
新
の
鷲
き
が
職
み
重
ね
ら

れ
て
い
く
感
じ
の
現
代
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
地
球
を
含
め
た
宇
宙
の
真
理
を
前
に
し
て

は
人
類
の
知
恵
や
力
は
き
わ
め
て
微
弱
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
技
術
者
は
常
に
職
虚
に
求
真

の
情
熱
を
持
ち
続
け
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

（
Ｅ
・
ヴ
ォ
ル
フ
）

一
を
聞
い
て
十
を
知
る
こ
と
に
異
議
あ
り

へ
｝
亨

〃
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日本林業技術協会第29回通常総会報告

昭和49年5月28日（火）午後1時より東京都港区芝西久保巴町36-1,農林年金会館1階

ホールにおいて開催。会員9,283名（内委任状提出者9,079名）が出席して盛大に行なわれた。

総会は福森理事長の挨拶に続いて衆議院議員野原正勝,林野庁長官,林業試験場長,林業団体代

表の祝辞のあと，第20回林業技術賞受賞者の表彰,第7回林業技術奨励賞受賞者の表彰,第20

個l林業技術コンテスト受賞者の表彰，日林協永年勤続者の表彰を終わって総会議事にはいった。

議長に堀庄七氏を選び，下記議案について群議し，それぞれ原案のとおり承認可決された。

議事終了後，林業科学技術振興所の藤岡光長賞の表彰を行ない午後4時閉会した。

』
早
守

匡

盈

第29回通常総会決議公告

昭和49年5月28日開催の本会第29回通常総会において次の通り決議されたので，会員各

位に公告します。

昭和49年5月28日

社団法人日本林業技術協会

理事長福森友久

議案

第1号議案 昭和48年度業務報告ならびに収支決算報告の件

原案通り承認可決

昭和49年度事業計画ならびに収支予算の件

原案通り承認可決

昭和49年度借入金の限度額の件

原案通り承認可決

定款の一部改正の件‘

原案通り承認可決

役員改選の件

第2号議案一
一

弓

第3号議案

七

第4･号職案

第5号議案

昭和48年度業務報告

昭和48年度の諸事業は，「石油危機」による異常事態の発生にもかかわらず，会員をはじ

め，関係各方面の深いご理解とご支援のもとに’順調に進捗し，総会において承認された事業

計画以上の業績をあげることができた。
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なお，借入金の限度額は15千万円を総会で承認されたが，

きた。

昭和48年度事業の概要

1．会員の状況（昭和49.3.31現在）

ピーク時に8,150万円で運営で

'48年’49年’
4』8674,842特別会員（甲）

6,0485,957（乙）

1,1671,203潴誉会員

448592外国会員

901884計

48年’49年
184182

4140

1010

5957

13，72513，767

営
都
大
本
個

林局支部

道府県支部

学支部

部直結分会

人会員

『

、

一
尾

2．会員への還元

（'）会誌「林業技術」の配布

（2）林業手帳の無償配布

（3）技術参考図書の配布

（4）ファイル，バッチの配布

（5）出版物の会員割引

（6）支部交付金（会費の10％）

（7）支部連合大会補助金

（8）支部活動補助金

3．支部連合会につぎのとおり出席した。

東北・奥羽支部連合大会小田専務

関西・四国〃 福森理事長

九州〃吉岡理事

北海道〃堀常務

四国ノノ吉岡理事

4．会館建設状況

昨年末の予期せざる経済変動により，工事費は約2千万の支出増となる見込である。完
成は，7月20日の予定･

新館は地下1階，地上5階，延510坪

5．指導奨励

（1）例年どおり，林業技術賞，林業技術奨励賞，林業技術コンテスト，森林・林業写真コ
ンクール(本年度よりカラーの部を設く）の表彰を行なった。
（2）支部主催の研究発表会に本部より副賞として槻タオル，タイピン等を贈呈するとと
もに，本部役員も出席した。

（3）調査研究，コンサルタント業務

（イ）育林技術に関する体系化調査（林野庁）

（ロ）山火事防火線等設置基準調査（林野庁）

（ハ）森林の公益機能の発揮に対する森林計画のモデルについての調査研究（林野庁）
（二）地域施業計画の基礎調査（熊本営林局）

へ
里
諄
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（ホ）タンチョウ保護対策調査（環境庁）

（へ）県民の森基本計画の作成（大分県）

（卜）総合森林レクリエーション適地選定調査（前橋営林局）

（チ）小笠原における国有林経営に関する基礎調査（東京営林局）

（リ）樹木園拡張整備事業計画の作成（石川県）

（ヌ）飛鳥地域総合計画調査（林野庁）

（ル）森林総合利用促進事業調査（いわき市外5町村）

（オ）全国土地利用調査の手法開発（経済企画庁）

（ワ）赤外カラーならびに天然色カラー写真による松くい虫被害調査（林野庁，鹿児島

県）

（力）航測技術の活用による風致を考慮した施業法に関する研究（北見営林局，前橘営

林局）

（三）都市における環境調査と緑化対策（柏市外2市）

（タ）空中写真利用の手順書作成（林野庁）
（し）デジタルカラー装置の森林判読への適用の研究（林野庁，北海道，宮城県）

（ソ）森林情報管理についての研究（岩手県，鳥取県）

（ツ）航測技術を主体とした林地生産力の調査（鹿児島県）

（ネ）写真図の森林計画への利用についての調査（滋賀県，宮崎県）

（ナ）空中写真による林地転用の調査（福島県）

（ラ）空中写真の縮尺の差による判読精度についての調査（愛媛県）

（ム）一筆調査での効果的な面積測定法の研究（島根県）

（ウ）適正および理想林道網図の作成の調査研究（岐阜県）

（イ）十勝川源流の生態調査（北海道電力）

（ノ）石狩川源流総合調査（旭川営林局）

い）技術指導および研修

林業知識の普及と技術の向上に資するため坂口，松川顧問を現地指導の講師として派

適するほか，林野庁，林業誰習所その他に役。職員を講師として派遣した。

（5）国際協力の一環としてスギ種子980kgを台湾に，カラマツ種子10kgを西ドイツに
輸出した。また南方開発途上国の森林調査につぎのとおり協力した。

撮影・図化22万ha(インドネシア）

森林調査203千ha(フィリッピン，インドネシア）

（6）航測検査業務の実績はつぎのとおりであった。
空中写真撮影精度分析397万ha

空中三角測量〃5,926モデル

地形図作成〃159.1万ha

正射写真図〃13．6万ha

6、一般事業

（1）図書出版つぎのとおり出版した。

林業技術史（第11巻）1,200部

林木の材質2,000〃

ジグザグ集運材作業3,000〃

森林航測テキストプック3,000〃

－37－
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ODCによる文献分類目録150"

林業のシステム化とシステム展開2,000〃

苗畑・林地除草剤の新しい使い方3,000〃

ポケット林業統計750〃

森林航測21,600〃

林業技術通信8,000〃

林業手帳22,000〃

林業ノート29,000〃

山火予知ポスター56,0001ノ

バンフレット「くらしと森林」18,000〃

(2)物品販売

デンドロメーター，実体鏡，点格子板，撮影図化一覧図，興林靴，
業ならびに航測関係の器具類の販売を行なった。
航測事業

つぎのとおりの実績をのこした。

空中写真撮影458,400ha

地形図作成410,397〃

施業図改描23,471〃

境界図作成22,642〃

海外森林調査図220,000〃

森林調査1,375,270〃

林道予定路線計画964km

70,386ha

治山調査110,207〃

保全林調査1,000〃

判読資料作成40点

印刷図作成35,239ha

作図586面

空中写真の複製は，つぎのとおりの実績であった。

密着128,200枚全紙伸91,100枚
大伸ポジフイルム142,000〃4，500〃

その他9,200〃

ザ

エ

映画プリント等林
一
一

7

一
一
一
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昭和48年度収支決算報告書

（1）損益計算書 自昭和48年4月1日
至昭和49年3月31日

方借
Ⅱ

’ 摘 要

一雨）

科 額

（円）
16,870,408

332,886,875

一般事業徴

航測蒋業賛

69,266,438

263,620,437

2,337,699

40,727,474

200,770,675

込
ロ
》

琴

費
雛

人
運
件
営

152,187,978

48,582,697

54j638,187

引
失
失
損
費
費
入

売上値

雑損

貸倒損

固定資産除却

減価償却

敷金償却

引当金勘定繰

212,215

539,387

3,610,001

24,348,567.

10,467,417

1,819,600

13,641,000

5011,114,

7,386,862

68723,238,

’
－

賀 方

’｜金 要摘科 目

《
｛
皇
。

(円）

if

78,622,906

169,382,701

212,500

1,000,000

1,505,336

1,026,493

1,495,000

1,227,340

I
679,971,368合

’

一
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還 元 澱

了IF業概

航測検査後

研究指導我

一般管理機

その他班用

草津保諜所猟

期簡棚卸〃！

当期剰余金

合計 679,971,36s’

会搬収入

事梁収人

航測検査収入

研究指導収入

その他収入

草津保漉所収入

期末棚御品

（門）
21,404,672

548,005,607

20,514,775

64,462,200

6,466,669

1,267,021

17,850,424

一般事業収入

航測事業収入

印税収入

寄附金収入

受取利息

雑収入

引当金勘定戻入

基本財産戻入



(2)貸借対照表
昭和49年3月31日現在

借 方 貸 方

目｜金 目｜金科 額 科 額

（円）
8,263,193

66,545,395

58，965

3,347,231

28,000,000

1,800,000

13,873,627

143,890,371

2,217,972

832,322.

215,000

17,850,424

34,789,669

27,109,626

136,311

7,331,750

127,363,939

27,196,400

（円）
5,128,295

102,606,341

66,000,000

40,702,081

3,632,967

2,140,477

5,290,440

117,245,833

13,320,474

535,000

1,206,000

11,308,004

36,216,128

20,000,000

50,000,000

10,000,000

2,251,468

23,238,687

現
普
当
振
定
貸
売
未
有
仮
貸
棚
土
器
設
部
建
倣

ロ

支払手形

未払金

借入金

前受金

預り金

仮受金

納税引当金

長期借入金

退職給与引当金

価格変動準術金

貸倒引当金

基本財産

運営財産

退職絵与職立金

設附充当職立金

会館建設引当金

繰越剰余金

当期剰余金

金
金
金
金
金
託
金
金
券
金
金
品
物
品
備
林
定
金

通
座
替
期
付

預
預
貯
瀬
信

『

【
掛

収
価
入
証

《
、

払
付
卸

建
備

地
具

分

設仮勘

’合 計 合 ;’510,822,195 510,822,195

(3)財産目録

昭和49年3月31日現在

目金 金

一
分

’

－40－

現 金

普通預金

当座預金

振替貯金

定期預金

貨付信託

売掛金

未収入金

有価証券

仮払金

貸付金

棚卸，鼎（

土地建物

器具備品

設術

部分林

(円）
8,263,193

66,545,395

58,965

3,347,231

28,000,000

1,800,000

13,873,627

143,890,371

2,217,972

832,322

215,000

17,850,424

34,789,669

27,109,626

136,311

7,331,750

建設仮勘定

敷金’
(門

127,363,939

27,196,400

’510,822,19§合計

支払手形

未払金

借入金

前受金

預り金

仮受金

納税引当金

長期借入金

小計

正味資産’ 168,075,761

合 計

5,128,295

102,606,341

66,000,000

40,702,081

3,632,967

2,140,477

5,290,440

117,245,833

342,746,434

510,822,195



(4)剰余金処分

1．繰越剰余金

2．当期剰余金

2,251,468円

23,238,687円

計

之を次の通り処分する。

1．会館建設引当金

2．退職給与積立金

3．繰越剰余金

25,490,155円

円
門
円

15,000,000

5,000,000

5,490,155

毛

計25,490,155円

昭和49年5月28H

東京都千代田区六番町7

社団法人日本林業技術協会

理事長福森友久

上記社団法人日本林業技術協会の昭和48年度業務報告，収支決算報告(損益計算書,貸借対

照表，財産目録）について監査の結果，すべて適法かつ正確であることを認めます。

監事筧正二

監事五-I-嵐英一

》
《

昭和49年度事業計画

事業方針

世界経済を混乱させた石油ショックは，今さらのように，費派問題の軍要性を再認識せし

めるに至った。森林資源の将来もまた楽観を許さないものがある。今にして国民の幸福と繁

栄のために，健全にして豊かな森林資源を増殖し，終焉なき利用を図ることこそ，林業人に

課せられた最大の責務であるo

よって，われわれ林業技術者は，技術を研さんし，団結を強め，国際的展望の下にわが国

林業の直面する諸問題の解決に当たり，自らの社会的責務を果たさなければならない。本会

は，この意味で会員の職能活動に資することを任務として事業の展開を企図するものである。

よって昭和49年度の事業は以下に重点を指向するものとする。

（一）組織活動の強化

（二）機関誌の充実と公益事業の拡充

（三）調査研究ならびに林業コンサルタント業務の拡充

（四）海外への技術援助と協力

（五）航測技術の向上とその普及，新技術の開発と利用分野の拡大

（六）技術研修および指導体制の強化

また，本年度から本格的に建築費返済期間に入るので本会財政基雛の一層の充実を期して

事業運営の効率化を図るとともに，航測事業をはじめ一般収益事業も引きつづき積極的に推

進する計画である。

《
．
、

●
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昭和49年度予算書

収 支入 出

我

』

●《
一
一

’ ’
｜

’

口 《
己
呼

、

L

’
1，

’

－

，75'7"‘“ 752,6801
752'6801合計
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項 目

会磯収入

研究指導収入

航測検査収入

一般事業収入

航測ﾘ『紫収入

建築磯借入

その他収入

千円
21,680

69,()70

23,000

94,490

429,000

90,000

25J440

会費収入

調査研究指導
収入

航測研究指導
収入

航測検査収入

出版収入’

〃I

図書販売収入

広告収入

物品販売収入

資料複写収入

映画収入

撮影収入

測量収入

調査収入

写真収入

建築費借入

草津寮収入

受入利息

敷金収入

雑収入

千円
21,680

39,070

30,000

23,000

37，920

16，070

2，000

1，500

24，0()0

6,000

7,000

49,000

150,000

120,000

110,000

90,000

1,000

2,500

21,440

500

項 目

還 元 澱

研究指導讃

航測検査費

一般事業饗

航測淋莱磯

建築澱

その他斑用

千円
30,830

63,450

20,030

90,220

390,400

127,000

30,750

会誌発行費

交付金

補助金

指導奨励饗
9

調査研究指導
蟹

航
費
測研究指導

航測検査費

出版費I

〃I

図書購入費

広告募集擬

物品製作盤

資料複写費

映画製作費

撮影費

測量費

調査斐

写真費

建築費

借入元利返済

草津寮費

部.分林費

設備，備品饗

予備費

千F
22，000

０
０
０

０
５
８

９
２
６

Ｊ
Ｊ
Ｊ

１
１
５

36,590

26,860

0

20,030

36,100

15'350

1，810

1,320

23,360

5，530

6，750

45,330

138,230

108,470

98,370

90，000

37，000

800

500

28,000

1,450

合計



昭和49年度借入金の限度額の件

昭和48年度事業運営の結果にかんがみ，昭和49年度借入金の限度額は，予算規模および本

会事業の特性ならびに経済界の情況等を勘案して150,000,000円（前年度と同額）をご承認願

いたい。

定款の一部改正の件

般近疎境保全或いはレクリエーシ雲ン側係などの調査，計画をはじめ，これが実施のための

設計業務が増加してきたが，この分野は今後さらに拡大されることが予想される。

これがため，定款第4条の一部をつぎのとおり改正して本会の行なう事業を明確にしたい。

（改正案）

勺

も

母
一

（旧）

第4条

’ （改正案）

第4条

4．林業に関する調査，研究及び設計

並びにその受託 ’
'

役員改選の件

新役員は下記のとおり改選した。

役員名簿（50音順）

理事長福森友久梶山正之日林協

専務理事小田精川名明股工大学

常務理事伊藤清三日本林木育種協会倉田悟東京大学
浦井春雄日本林業土木K､K.小滝英夫弘済会秋田支部
尾崎克幸国土防災技術K.K.後藤鈴男王子製紙K.K.

大福喜子男紙ぺ連鈴木太七名古屋大学

大矢寿緑化センター谷井俊男薬剤協会
ネ111足勝浩日本林業同友会田ノ本栄日林協

樵崎哲教育大学戸谷義雄長野県林務部
塩島厚一林業改良普及協会弘田尊剪栃木県林務観光部

圃井明正林野弘済会藤本栄松北海道林務部
高見寛水利科学研究所丸山正日林協
大西邦彦東京都林務課蓑田茂日本大学

徳本孝彦合板検査会光本政光岩手県農地林務部
孕石正久林道協会吉村昌男山梨県林務部

堀正之日林協吉田雅文宮崎県林務部

森田進山陽国策パルプKK.吉岡薫日林協

理事飯田四三九住友林業監事五一|‐嵐英一林業土木施設研究所
鵜崎一永高知県農林部筧正二新潟王子木材K.K.
金子正夫三井物産林業以上39名

－43－
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第20回林業技術賞・第7回林業技術奨励賞
5月14日群査会を開催し，下記のとおり決定した。表

彰式は5月28日第28回総会の席上で行なわれた。
○林業技術礎

「トラクタ築材作梁川補助ウインチの開発」
前橋営林局作業課生方日出正

矢吹久雄

○林業技術奨励髄

「北海道における海岸防災林の造成に関する調査研究」
北海道立林業試験場伊腺重右ヱ門

○努力賞（林業技術賞に準ずるもの）

「集連材架線設計計算の現地指導の実施」
新潟県林業試験場長谷川幸普

第20回林業技術コンテスト

5月27日午前10時から東京営林局会議室において12名

（9件）の参加者を得て開催。同日発表終了後審査を行
ない次のとおり入賞者を決定し，第28回総会の朧上で表
彰式を行癒った。

○林野庁長官斑

「新しい森林施莱と直営生産一保残帯の決定とその尖
行結果について一」

名古屋営林局久盈野営林署山下信雄
西先貞治

「過湿苗畑におけるヒノキ苗木の根腐れ病防止対策に
ついて」

長野営林局坂下営林署三浦八雄
漆平一郎

「倒木起し方法の改善」

大阪営林局金沢営林署金沢正敏

○林業技術協会賞

「緑化樹木『根巻器』の考案について」
青森営林局仙台営林署石井正気

「岩見沢式簡易索張エンドレスフォーリング式wコン
トロール型について」

札幌営林局岩見沢営林署常盤|：良
伊藤仁

「古殿スギの育林技術体系について」
福島県佐藤源策

第13回藤岡光長賞および奨励賞

41月24日群査会を開催し，下記のとおり決定した。表

彰式は5月28日第29回総会席上で行なわれた。
○藤岡光長賛

「木質材料の居住的性質に関する研究」

艇林省林業試験場鈴木正治
○奨励賞

「ミズナラの用材林作業法における更新及び保育に関
する研究」

九州大学北海道演習林今田磯生

一 一

協会のうごき
一 一

＠昭和49年度第1回常務理事会

5月13日（月）正午より，東京都千代田区六番町，主

婦会館会議室において開催

出席者常務理聯：浦井，遠藤，尾崎，神足，孕石，

腺崎，圃井，澗見，立石，森田

参与：林野庁計画，林道，研究普及の各

課長

顕間：松川，坂口，裟輪

特別出席：竹原林業試験場長

本会より：福森，小田，堀，吉岡

福森理事長より挨拶があり，引き続き議題である第29

回総会提出議案の審議，会館建築進捗状況についての説

側および報告があった。

、昭和49年度第1回理事会

5月28日（火）午前10時より，東京都千代田区芝西久

保巴町36-1農林年金会館会議室において開催

出席者22名

委任状11名（欠席者2名）

計33名

顧問：松川，坂口，裟輪

監辮：五十嵐，筧の各位出席

福森理事長より挨拶ののち，小田専務理事より総会提

出議案について説明，五十嵐監群より監査結果は適法か

つ正確であった旨報告があり，正午閉会した。

＠支部幹事会

5月29日（水）午前10時より,東戚都千代田区六番町，

主婦会館会議室において開催，会の運営について協議し

た。

出勝者営林局支部9名

都道府県〃10名

大学1名

協会本部13名

計33名

‘

』

一
一

《

卓

色
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森そのしくみとはたらき－
只木良也・赤井龍男編著森林というものl.t.)li/j.る樹木の蝶1,11でlcl"い．そこには
各繩の械物．肋物．微'|:物が密･族かI乳l係を･も）と'ぽiIiしており．そl1r)&』KIノ』､＜環
境に彩辮さ.11.:kた環境に影群を-ﾘ.えといる本I1l:I,上この』､うな纏雑“州造と側さを
t，）鎌のしくみをいろいろな方lniからIﾘlらかにした．･･･－…･B6･292頁･1200円

栽淋の側直
四手井綱英著森林と|態糸と火笈・水・上とのｲ1IIAll剛係などをIﾘIらかにし，鋤物俳の
生息地』j､らびに食川猟<LL<〃)緑林の'だ態など迩縦介した…A5･234頁･ISOO円

森の柴態
只木良也著II本則l:の6()パーヒントをlliめる嫌林について，その分ｲli,生態系およ
びその特徴、機能,1'1然保波のあり方などを一関ド易に税lﾘIした。･･･B6･224頁･700円

草源の生態
岩城英夫著。Wり鯉l鵡系のII'ご生物が1,縦リオ小ll繊維なｲ:li亙依かのIMI係IJ6全く柿妙であ
る。本苫ではそうした生物|H1の微妙なｲ:luLIMI係を純iﾘjした。。…･･B6．200頁・BOO円

農林防災
大後美保編ll水で鯉lij患艇林業の災番は約23極あるが，本AI:ではそれらのうち特
に爪要と忠,b'11る18砿を進び防災に並ﾉﾉをおいて解説した。……A5･542頁・2800円
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測量掻信教育講嘩
現在，林業技術の発展の一つに航空写真による森林状況調査があります。航空写真測量は，

森林の状況をそのまま承せてくれますので，さまざまな林木の調査に用いられます。その他，
林道の測量，砂防工事のための測量，索道の測瞳，ダムの測量と測鐙の知識は林業関係者にも

必要な分野であります。皆様が家庭や職場で学びうるこの測量通信教育は，本当に役立ものと

考えます。 １
１◇本科(測量士･士補コース12カ月）
ー

本科コースは,基本から応用までを毎週2～3回のレポートで1カ年間学習するものです。測

量の全体を指導する本講座は教材も豊富なうえ，指導方法も多測面から行い，添削なども早く

良心的になっております。写真判読なども利用して教育の成果をあげています。

国家試験受験の方には最適です。何よりも指導範囲が広いうえに，指導程度が高いので，毎

年，多数の合格者をだしております。

当研究所は測量の専門指導機関であるだけに，より早く測量全体を体系的に学べるよう指導

しております。

o費悶測鐘士28,000門数号薔暹:::}友の会費2,000R測趣士補25,000円

調査士36,000円〃2,800円

詳しくは案内書を請求して下さい，無料にて送ります。

○送金方法現金書留で下記まで，受識希望者はコース名を明記して申し込んで下さい。

、

一

I測量者

土木と測量新聞

測量専門誌

土木測量専門紙

(隔月刊）

(月刊紙）
（
一
忽
二

Ｄ
ｍ
Ｈ
ｚ
Ｄ
ｎ
り
且
１
６
日
９
８
９
曲
〃
凸

○｢測量者｣は測鐙に関する専門誌で,内容は基準点測量,航空測量,水路測量などより柵成

○会員になると雑誌と新聞無料配布（年間2,000円）の他，会員への図書割引その他の特
典があります。

○会員となるためには，「入会申込」を明記のうえ下記住所まで
※入会金1カ年法人5,000円個人2,000円（学生1,500門）、’ I

’’
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呈 三
＝

三一_’二
三

三 「＝
＝
＝

＝ 三

山火事予ロ喪ポスタ
壱 三

三 三

＝

三
＝

＝

図 案標語
三
＝

＝

＝1．応募貴格
言

言何の制限もありません。ご家族でも．学生でも，こ
三

＝の甑の仕事にご理解下さる方どなたでも結柵です。言
＝

言2．募集〆切期日および送付先
言（ｲ）〆切川日
三
三 昭和49年7月15日
：＝

言何送付先
＝
＝

＝
＝ 東京都千代田区六番町7日本林難技術協会
三 電話（261-5281）
三
壱3．審査および発表
＝

三《）審査員
＝

萱日本林業技術協会理那焚その他
：＝

作品（例）（昭和48年ポスター）
＝

三

享 集要領一
何発変方法

入賞者に面接通知するとともに，本協会会誌多
;＝

「 林業技術」に発表三
三

4 ．入賞三

入従者iこは，蛍状および記念品を剛呈する。三
＝

！鎌{鯛鯛蕊櫻盟総溌鑑記亨
念品壱

＝

，等{職鯛賞として5,000門麗慶の記ゞ
上＝

念品三
三

佳作若干名に記念品言
三

（なお，応募者には粗砧を差上げます｡）三
＝

5 ．ポスター作成＝

入選作品のうち特に優秀なものは，昭和49年＝
三

度本協会作成のl11火率予知ポスターとして使言
＝

川 する。壱
三

6・作品の要領言
=

《）要旨三
＝

山林火災の危険を広く国民一般に周知させ，三
三

山林火災予防，森林愛謎の必要性を強調した言
皇

もの。但し未発表の創作に限る。 言
（ﾛ）川紙の大きさと色彩看

＝

大きさ縦51Cm,IM36cmとし．たてがき言
三

と する。言
＠色彩は7色以内｡(油彩,水彩,クレヨン,言

＝

何 でも可）二
言

ヤウ隙淵(I11火小予防)については用紙の大きさ，言
＝

文渦口語,長さも自由。但し，山火辨予防，三
三

灘休愛挫を強側した適切なもの。＝

㈲作IY,の喪miにも化所,氏墹を必ず明記のこと。三
三

7 ．その他＝

价図紫，標研，必ずしも一緒でなくても結排で壹
三

す 。＝

（ﾛ）入賞に値す為作間I1Iが2点以上ある場合は上位三
三

1点の玖入徴とすあ。三
三

ヤウ応藻作品は一切返避しません。三
㈲入避作Ahの群作揃はすべて日本林業技術協会壹

三

に 帰属する。薑
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言社団法人日本林業技術協会
三
＝ 二
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図面の面積を測るときプラニメーターが便利です

ｵー バｯｸIZならもつとべんりです 月月
四一|‘
日円
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林
業
技

積分車帰零－－0-bac装溌一測定開始時ワンタッチで目盛をO位設にセットできます。二度の
読取りや差引き計算の必要がありません。

直進式戸一一Lineartype-極針がないので図面上に詮いただけで使えます。長大図面の測
定も一度で済みます。

NQO01単式＝￥21,000NQOO2遊標複式=¥23,000ルーペ式と指針式があります。 術
r－ー，
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森林測量に新分野を拓くウシカタ；
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円

NO.9D･13D．．ワイド輪尺
測定長が伸びるジュラルミン製のスマートな帷尺

N0．9D･･･････…･-･･……･90。両まで=¥8,000

N0．13D･･･……･･…・130｡?凡まで＝￥9．500

コンドルT-ZZ
牛方式双視実体姫

2人が同時に同じ写真像を飢測でさ』ず．

Y280－OOO

NO.S-z5トラコン
牛方式5分証コンパストうンシット

藪蓮鋼_････…．…．。‘.…･……･I2X

水平分煙5分読…･･･婦零装魔付
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